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１　あぁ、死にたい







　死にたい――なんて、まさか失恋くらいで思うわけがない。四十年間生きてきて、ずっと、そう思っていた。

　でも、長年付き合っていた男に、あんな素っ気ない別れを電話で済ませられて、そんな絶望的な言葉が浮かんでくる。

　勤め先の美術予備校は昼と夜の二部制で、ちょうど、その間にぽっかりとスケジュールが空く。その時間に教室で油絵を描いていた時、恋人、森田（もりた）から電話が来た。

――もう、そろそろ、結婚しないと周りがうるさいだろ？

　そんなこと、突然、普通の声色で言われて、俺はなんて返せばよかったんだ。まさに絶句だ。そして、電話を切った。切られた？　よく覚えていない。とにかくそこで、何かがプツッと切れた。どこかボーっとしながら、指にべったりと付いた絵の具をタオルでてきとうに拭く。そのくらいじゃ綺麗になんてならないが、かまうことなく煙草を吸おうと学校を飛び出していた。

　本当は自販で買いたかったが、年齢認識カードを持っていないから買えなくて、わざわざ、予備校近くのコンビニまで来て、煙草を買う。とりあえず一箱を手に取りレジへ。

　あいつの言葉に従って頑張った禁煙なんて、もうやめだ。

　あいつは俺の手をとても気に入っていた。俺は左利きで、右利きのあいつからしてみると、自分の手とまるで違っているように見えるらしい。若い頃は楽しそうにそんな指先にキスしてきたっけ。指で油絵を描くせいか、少し敏感な指先が、あいつの唇に反応すると、とても楽しそうにしていた。だから、匂いが指先につくのを嫌った。急にタバコの匂いも気になったようで、禁煙を勧められて、上手く言いくるめられ、俺は煙草を絶った。

　でも、もう、俺の指先が煙草臭かろうが、絵の具べったりだろうが、文句は言われない。

――お前、愛人やだって言うし。

　愛人？　冗談じゃない。もうお前にはピチピチした愛人がいるだろうが。知ってるんだぞ。俺の元生徒と浮気してたことくらい。

　でも、知らなかった。元生徒と浮気、ではなく、そいつが愛人で、実は女と結婚する予定、だったなんて。あいつのことを全く知らなかった自分が間抜けすぎて笑えない。

　たかが失恋で「死にたい」なんて、そんなこと言うわけないって思っていたのに、今、少しでも気を許したら、溜め息と一緒に、声に出してしまいたくなる。だから煙草の重い煙と一緒に胸に沈めようと、買って早々、コンビニの喫煙所で煙草に火をつけようとした手が止まった。

「あー、超、死にたい」

　そんな言葉が耳に飛び込んできたから。

　コンビニから出てきた男子高校生が電話をしながら、まるで「はぁ、疲れた」と同じ口調で、その言葉を口にしていた。

「うるさくね？　マジで、知らねぇよ、だろ」

　正直、イラっとした。自分があれだけ我慢して飲み込んでいる言葉をこんなに、簡単に、呟かれて。

「あぁ、死にたい」

　そして、ブチンと来た。

「おいっ！」

　いきなり呼び止められて、誰が誰に声をかけているのかわからなかったんだろう。高校生のガキは電話をしたまま、顔を上げて何事かと辺りを見渡す。

　ここで止めておけたらよかったのに。何かがもう切れてしまっている俺は止めずに、こっちだと、また声を荒げる。

「は？」

　今度はそいつも自分が呼ばれているとわかって、こっちを見て、わずかだけ威嚇の眼を向けてきた。見るからにチャラチャラしてる。制服を思いつく限り着崩して、だらしない格好にピアスくっつけた、今時の高校生には俺なんて別に怖くもないだろう。四十過ぎなんて、彼らにしてみたら、ただのおじさんだ。

「死にたいって、そこの道路に飛び出すか、こっから少し行った先に高層マンションがあるから、その屋上で崖っぷちに立ってから言え！　こんなコンビニで、死にそうもないところで軽々と、死にたい、なんて、口にすんじゃねぇ！」

　一気に捲くし立てた。少し冷静になれば、今さっきまで、その言葉を呟きかけそうになった口で何言ってんだ、って、自分に突っ込みを入れて自己嫌悪に陥ることくらいわかっている。だが、今だけは、無理だった。かなり情緒不安定なんだ。

　他人に怒鳴るなんて、普段の俺はこんなことしない。当たり前だ。美術予備校近くのコンビニで、指に絵の具べったりつけてりゃ関係者だってすぐにわかる。でも、今の俺は、その言葉に敏感に反応してしまう。

　そいつは、最初、俺の言葉にポカンとして、それから視線を下へと落とし、煙草を持つ絵の具べったりの指先をじっと見つめた。だいの大人が、子どものように指先を汚しているのを変に思ったんだろう。おかしな奴と思ったかもな。

「死ぬ準備ができてから死にたいって言え！　死ぬ気なんてこれっぽっちもねぇくせに、そんな言葉使うな！」

　でも、いい、どうせ、もう会わないのだから。ぶつけてしまおう。相手はこんな子どもだけれど、我慢できそうもない。生まれて初めて「死にたい」なんて呟きかけるほど、今の俺はパニックなんだ。

「死ぬ気になってから言え！」

　最後にそう怒鳴った。たかが失恋で、その言葉を呟きかけたのはどこのどいつだ。

　何も知らない子どもは聞いているのか、いないのか。俺の指先をじっと見つめたまま。その視線に、指先と一緒に俺のとっ散らかった頭の中まで覗かれている気がして、急に気まずくなった。気楽そうなオレンジ色の髪、まだ子どもらしさの残る顔だけれど、少し大人の男の部分も入っている、ちょっと、微妙な時期特有の色気のある顔。自分とはかけ離れた存在のように思える、その子どもの視線にいたたまれなくなった。だから、慌てて、ほとんど吸いもしなかった煙草を、緑色になった指先で擦り付け、灰皿の中へ落として、逃げるように立ち去った。




　この歳になってフリーになるとはなぁ、なんてぼんやりと考えていた。

　ふぅ、と久し振りに吐き出す白い煙に眩暈がする。構内の喫煙所はもう壁に寄り掛かっているだけでも煙草の匂いが体に染み付きそうなほど、ヤニでくすんだ色をしている。

　美術予備校の講師を始めた頃にはすでに、あいつと、森田（もりた）とは付き合っていた。二十一歳、そんな頃からの付き合いだったんだぞ？　まさか、「別れよう」なんてサラリと言われるとは、誰も思わないだろ。

「……」

　十九年は長すぎる。もう少し情緒があったっていいのに、と思ってしまう。

　俺の吸っていた煙草の香りが甘ったるいと、森田が文句を言ってきたのは、ちょうど半年前。今思えば、その頃、今度結婚する女と付き合い始めたんだろう。あいつは煙草を吸わないから。喫煙者でもないのに、煙草の匂いがすれば、婚約者、当時はまだ恋人だったが、女は不審に思う。

「……笑えるわ」

　だが、バイ寄りの森田は、女と付き合うようになって三ヶ月、そこらへんで女とのセックスじゃ、少しばかり物足りなくなったんだ。そして、若い男を捜した。ゲイバーに行けば、それなりに引っ掛けられるだろうが、そんな所を出入りしていると、恋人の耳に入ったら大変だ。で、俺の教え子に目をつけた。

　今まで喧嘩もしたし、別れ話だって何度も浮上した。でも、結局は元の関係に戻っていく。俺達はそうやってこれからもずっと、続くんだと思っていた。

　自分が吐き出した煙を眺めながら、もう卒業して、森田の愛人となった自分の生徒のことを思い出した。中性的、と言えなくもない。アイドルっぽい顔をしている、と思えなくもない。でも、その大半は服装と髪型で作られている。そいつが森田へアプローチをしているもんだと思っていた。俺は、そいつを「はいはい、頑張れ」って感じで見学してるつもりだったけれど。

　そうじゃなかったんだ。すでに森田と愛人関係を結んでいた。若いくらいしか取り得がなさそう、繕った外見、なんて鼻で笑っていたのに。

　違っていた。ふたりしてコソコソ繋がって、愛人が美大へ入学するとほぼ同時、いや、この予備校を卒業するとわかった時、そっちへ軽やかに乗り換えた。俺だけをこの予備校に残して。

「ッチ」

　今頃、あの愛人は、お前は捨てられたんだよって顔して、勝ち誇って、笑っているかもしれない。

　だがな、どうせ、お前もそのうち、捨てられる。その時になって、ひとりでシクシク泣け、偽美人が。なんて、自分の授業に出席していた生徒に思うことじゃないが、情緒不安定プラスささくれ立って酷い有様となった心じゃ、寛大に物事を考えてやれない。口にこそしないが、心の奥からの言葉をぶっちゃけて言っていいのなら、「別れてしまえ。しかもボロボロなくらい無残に」と呟きたい。

　でも、その言葉が今、一番、似合う男は世界中探しても、俺しかいないと気が付いてしまった。

「苦ぇ……」

　そして、甘い味がする、好んで吸っていた煙草が、急激に苦く、立ちくらみを起こしそうになるほど重たい煙に変わった。




　十九年ぶりのフリー生活。

　それが劇的な変化と、途方に暮れるほどの寂しさでいっぱいになるのなら逆に幸せなことなんじゃないだろうかと思えるほど、何も変わらない。そのくらい別れる直前には、フリーなのと変わらない距離が開いていた。森田と別れてから、三ヶ月が経った。肌寒く、冬物のコートを着たいと思う日だってあるような時期から、季節はグンと春らしさを増していた。街中には春色、パステルカラーが多く見受けられ、構内には新入生が闊歩し、意気揚々としている。

　まさに春爛漫だ。

　そして、もちろん、俺はひとりぼっちでその春を堪能して、煙草をプカプカ吸うだけの毎日。

「あー！」

　賑やかな構内で、ひと際デカイ叫び声が背中から降りかかってきて、思わず、ビクッと肩が揺れてしまった。こういうのすげぇ恥ずかしいだろ、誰だよ、突然。

　そっと、振り返ると、ピアスをいくつもつけて、チャラチャラしてそうなガキがこっちを指差していた。

「やっぱそうだ！」

　だ、誰だよ。お前。

「いやぁ、もしかしたら遭遇するかもって思ったけど、やっぱ、ここの先生だったんだ！」

　は？　誰？

「あん時、緑の指の人！　先生かなぁとか思いつつ、けっこう探してたんだよ！」

　だから、お前は誰だよ。

「あぁ、わかんないか。髪型変えたし、制服じゃねぇもんな」

「……は？」

　ようやく言葉を口にすることができた。

「俺！　死にたい男子高校生！」

「！」

　その言葉にパッと、記憶が蘇る。俺が森田にひどいふられ方をした日、十九年間の恋を握り潰されたような気分がして、それこそ四十のオッサンには痛手すぎて「死にたい」と呟きたくもなった日に、本当に気楽なノリで「死にたい」と呟いたクソガキ。死、なんて大そうな言葉を平気で使う、アホそうな高校生。

「お前……」

「二度めまして」

　あのクソガキがニコッとでかい口を半月の形にして、元気そうに春らしい笑顔を向けていた。




「で？　なんで、お前ついてくるんだよ」

「俺もそっちに用事あるんで」

「……」

　教室へ向かう俺の背後にぴったりとくっついてきている。

「なぁ、こっち、職員用の準備室。お前は来れないトコなんだわ」

「えー？　荷物くらい、持ちますよ？」

　なんなんだ、このクソガキ。今時の子どもの考えてることは意味不明だな。チッと隠すことなく舌打しても、臆することもなく、鼻歌でも歌いそうな顔をして後ろにいる。

　俺が美人講師ならまだ理解できるが。ただのオッサンの後を追いかけて楽しいわけがねぇ。

「俺、大島永久（おおしまとわ）。永久って書いてトワ」

「は？」

「俺の名前」

　そんなのはわかってんだよ。そうじゃなくて、なんで、今、お前がここで自己紹介を俺にする必要があるんだよ。今時の洒落たお名前ですな。

「先生は？」

「はぁ？」

　な・ま・え、ニコーッ！　なんてされたところで、同性にナンパのようなことをしてくるお前の魂胆がわからず、こっちからしてみたら怖いだけだ。

「知ってどうすんだ」

「ねぇ、あの日、泣いてたけど、もう大丈夫？」

　そこで足が止まった。あの日というのは、コンビニで情緒不安定な俺が怒鳴り散らした日。

「は？　泣いてねぇだろうが」

「泣いてた……っていうか、今も、泣いてる？」

「っ」

　手を伸ばしてくるクソガキから、飛び上がるように後ろへ逃げた。なんだ、こいつ、意味わかんねぇ。

「知るか！　早く、てめぇの教室へ行けっ」

　わからなさすぎて怖くて、走って逃げ出した。触られそうになるのが怖かった。男だぞ。しかもオッサンだぞ。なんでどこをどうしたら、あんなガキが俺に興味を持てる？　からかってるとしか思えない。そして、悪趣味すぎて、怒る以前、戸惑うばっかりだ。

「なんなんだよ、クソっ」

　振られた腹いせに、赤の他人を怒鳴ったことへの天罰なのか？　なんで、あんなガキに、まだ二十歳にもなっていない子どもにからかわれなくちゃいけないんだ。

「チッ」

　なんて最悪な春なんだと、眉をひそめて泣きそうになるのを堪えていた。








２　触れた







　今年はきっと俺にとっては厄年なんだろう。あぁ、でも、俺が厄年なら森田も厄年ってことになるのか。結婚して、若い愛人までいて、厄年なわけねぇな。

――すみません、笹川（ささかわ）先生、引率の講師がひとり、家庭の都合でどうしても無理でして、明後日からの二泊三日の美術研修旅行、お願いできますか？

　できません。

　そう答えたくて仕方がなかったが、親が倒れたからって言われて、いやですとは言えないだろ。ガキじゃねぇんだから。しかも、男、結婚してない奴で若くないのは俺くらいしかいない。どうせ暇だし、これは仕事だし。

「おーい！　第二グループはこっちに集まれー！」

　片手を挙げて、デカイ声を張り上がると、ぞろぞろと生徒が集まってきた。もっと早く歩けと思うが、ただの講師である俺はそこまで言うつもりはない。

　うちの予備校で毎年五月に行う美術研修合宿、二泊三日で、教室を飛び出し屋外で制作をしてみようというのが目的、らしい。だが、実際に美術に当てられる時間よりも、キャンプファイヤーなどのイベントのほうがメインになっているような気がする。

　それの引率を急遽引き受けることとなってしまった。仕方がない。家庭を持たない俺は突然の泊まり旅行に家族から苦情を言われる心配がないのだから。

「笹川良史（ささかわよしふみ）せんせっ！」

　突然の引率に、日程表はおろか、自分が担当する生徒の名前すら確認していなかった。振り返りたくないと思いつつも、ゆっくりと首をそちらへ向けてみれば。

「名前、わかっちゃった」

　あの、クソガキ、元男子高校生がそこにいた。

「……お前」

　手に握った合宿のしおり。チラッと覗けば、「ほら、ここに」と言わんばかりに「大島永久」の名前があった。

「あっ。覚えていてくれたんだ」

「ちげぇよ」

　厄年じゃないのなら、厄日だろ。なんで、このガキが俺の受け持つグループなんだよ。そして、どうして、このしおりを渡された時点で、こいつの名前を確認しなかったんだろう。こいつのいるグループを引率するとわかってたら、こんなの断ってたのに。

「あのぉ、すみませーん、卒業生はどこのグループですか？」

「あ？」

　なんとなく、聞き覚えのある声だった。そして、男の声なのに、媚びた感じが癇に障る声だと思った。

「お久し振りです。笹川先生」

　やっぱり厄日だ。たった今、決定した。

　目の前に突然現れた、森田の愛人は頭の中で想像していた以上に嫌味な笑顔を俺へ向けていた。




　電車を乗り継いで一時間半、山の中のバンガローをいくつか借り切って合宿は行われる。引率の講師は担当するグループがよからぬことをしないよう見張るのが仕事だ。二十歳前後の男女が二泊三日も一緒にいるんだ。間違い、もしくは間違いじゃないかもしれないが、色々あっちゃ予備校のほうは困ってしまう。

　そしてこの合宿、初日には卒業生から、大学生活の様子や就職などに関しての情報を聞くことができる。その卒業生の中に、森田の愛人であり、俺の教え子、綾瀬（あやせ）がいた。

　揺れる電車の中、視界に飛び込んでくる、何も知らない楽しそうな大島の笑顔。

「笹川先生、お菓子食べます？」

「……」

　合宿、普通の「面倒」レベルだったのものが、目の前で今、まさに菓子の袋を開けようとしている大島のせいで「ものすごく面倒」レベルになった。そして、綾瀬の登場によって、最低な合宿すぎて「キレるぞ」レベルへと変わった。

　イライラが過ぎて、居眠りすることもできず、読書できるほどの集中力も保てず、ただ、時間を持て余し、目的地に向かって段々と窓の向こうの景色が田舎っぽくなっていくのを睨んでいた。

「ビスケットとポテトチップス、どっちすか？」

「……おいっ！　大島！　ここで食うなよ」

「やっと名前言ってくれた」

「は？」

「ただのクソガキから、少しくらいレベルアップしましたか？」

　してねぇよ。男が男に名前呼ばれて喜ぶのなんて、ゲイくらいだぞ。ニコニコ笑顔に意欲レベルは更にガクンと落ちたっつうの。なんなんだ、このガキ。なんで、こんなオッサンをかまうんだ。同じ年代の女の子をこの合宿中に口説き落とすんじゃなく、オッサンにちょっかい出して、何が楽しいんだか。

　ふと顔を上げれば、綾瀬が楽しげに同卒の奴らと何か話していた。視線をこちらに向けているわけでもないのに、俺へあてつけのようにその姿を見せびらかしているのがわかる。古びたネコは不必要なんだと嘲るような。

　本当に最悪だ。最低最悪のレベルだ。

　あいつは絶対に俺を笑うためにこの合宿に参加したんだろ。でもな、お前だって、いつかは歳食って、四十のただのオッサンになるんだよ。女抱けなくて、ひとりぼっちの寂しいネコに。なんて、今の俺が言うのすら負け犬の遠吠えってヤツなんだろうな。ネコだけど。

「？　笹川先生？」

　ネコなのに犬の遠吠え、ってオヤジギャグを思いついて、こっそり自虐的に笑ったら、大島にだけは見つかっていた。




　夕食は宿泊施設内のレストラン貸し切りでジンギスカン食べ放題。若い彼らは、俺からしてみると、よく腹に入るなと驚くほど大量に食べていた。そんな食後の卒業生演説は、大きな会議室のような場所、ちょうどいい室温の中で行われ、眠くなる奴もいそうだが、予備校で一年しか猶予がない環境だからなのか、皆、真剣な顔をして聞いている。

　予備校に来ている生徒は受験と一般の二種類。一般っていうのは、大学に行くほどではないけれど、美術の勉強をしてみたいって生徒だ。その半分くらいは社会人で夜間コースを選択している。受験組はここで一年勉強しながら、志望大学への受験準備を着々と進めているため、こういう創作に関わるイベントへの出席率は高い。そしてそんな受験組の気になるところが、大学から先の進路だ。美大卒ってだけで芸術家になれるわけじゃない。美術関連の仕事に就けるかどうかもわからない。一般人、サラリーマンになる奴らだっている。

「大学の一年目では――」

　綾瀬が話す大学生活の様子に学生達は聞き入っていた。

　大島以外は。

　あいつ、居眠りしてんだろ。背後からでもわかる派手なピアス男だけが、コクリコクリと頭を揺らしていた。

　卒業生の話は二時間ほど、その間、ほとんどの時間を大島だけが居眠りに費やしていた。




　近寄るなよ、綾瀬。そう、呪文のように何度も心の中で唱えながら、会場の後片付けをしていた。お前の大学生活の話なんて、俺は一切興味がない。大学だけじゃなく、それ以外、プライベート含めて、本当にどうだっていいんだ。

　卒業生のありがたいお話が終わり、生徒がはけた会場では片付けが着々と進められる一方、卒業生が昔話を講師としている。そして、俺はそんな話をする隙すら与えないほどの速さで、カシャン、カシャンと折りたたみ式の椅子をまとめ、部屋の片隅へと集めていた。

「マイク、片付けるの手伝いましょうか？　笹川先生」

　心の中で舌打ちした。きっと表情にだって少なからず出ている。

「お久し振りです」

　だから、話しかけんなよ。

「あぁ」

　元気でしたか？　なんて、人の男を盗っておいてよく言える。言葉だけじゃなく、声からして嫌みったらしくて、妨げるように、わざと音を立てて椅子を片付けていた。森田にしっかり抱いてもらえているか？　よかったな。おめでとう。あいつのセックスの癖とか、教えてやれたらいいんだが、もうあいつとは長い間、そういう関係じゃなかったから、わからねぇんだわ。ごめんな。バイバイ。

　そんな言葉が胸の奥で自分自身に突き刺さる。ひどく痛んで、そして、最低な気分にさせてくれる。

「わりぃな、綾瀬、今、ちょっと」

　声が悲壮感に満ちている気がして、言葉がそれ以上続けられない。

「お忙しいんですか？　俺、先生に色々、教わりたかったのに」

　何をだよ。

　ここで、俺が取り乱して、寂れた男として滑稽な姿を晒せばいいのか？　情緒不安定でみっともない姿で泣けば満足かよ。

「あっ！　笹川先生！　ちょっと、俺が持ちますって！」

　その声に、指先がピクンと反応した。

「……大島？」

「手伝うって言ったじゃないっすか」

　居眠りをしていた大島が俺の手から重たい鉄パイプの椅子を奪うと、本当に軽々と、片手でいとも簡単に持ち上げてしまった。

「お、おい」

「片付けますねぇ。座っててください。俺、さっきの話の間、爆睡してたんで体力あります」

　チラッと綾瀬を見てから、フンと、まさに鼻で笑って大島が椅子を全て持って行ってくれた。

　爆睡してたって、それ、綾瀬の話を全く聞いてなかったって言っているようなもんだぞ。あんなに、披露しますって感じに語っていて、生徒もそれを必死に聞いていたのに。こいつは、くだらないとそれを無視してくれた。




　笑いが止まらない。落ち着けよ、仮にも教える立場の人間が、せっかく学生のためにと語ってくれた卒業生を笑ったらダメだろ。

「ぷっ……ぷぷっ」

　勉学、創作、愛人、すごくご多忙な卒業生がわざわざ時間を割いてまで来てくれたのに。

「ぷっ」

「だって、すっげぇ、自慢気で、イラッてしたんすよ」
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　どうにもこうにも、笑いが込み上げてきて仕方がない。そのくらい楽しいから、誰にも見つからなさそうな休憩所で、大島に自販機でジュースを奢ってやる。ビールがいい、なんて、クソ生意気なことをいう未成年にはオレンジジュース一本で充分だ。

「あの卒業生、すげぇ良い美大行ってるからって、高くもねぇ、鼻、こぉぉんなにして、ウザくないっすか？」

　ウザい、ウザい。

　うちの予備校でも補習カリキュラムを組むほど大人気で、そして芸術家を目指すのなら入るべきブランド大学に、あいつは合格した。最初から立ち回りの上手い奴だと思った。芸術家肌じゃないけれど、人に取り入るのは上手いタイプ。そして、自分もそれを熟知していて、しっかり活用できる。

「ウッゼ、って言わなかっただけでもえらいでしょ」

　そんな綾瀬が顔を真っ赤にして、この大島の無礼に怒っていた。

「ぷっ、くくくく」

　思い出しただけでもかなり面白い。頭から煙でも出そうなほど怒っている綾瀬を、しれっと無視して、優雅に笑ってみせる大島に、ぶっちゃけ、胸がすっきりした。

「笹川先生、すっきりした？」

　覗き込まれて、ドキッとする。心臓が一瞬止まった。

「あいつ、先生に攻撃しかけてたでしょ？」

「……」

「見てればわかるよ」

　ご褒美にやったジュースを飲む大島を、チラッと伺った。

「お、まえさ」

「？」

「お前、なんなわけ？」

　すっきりしたけど、お前に関しては濃い霧に覆われていて、何も見えなくてイライラする。

「何って……」

「俺、四十のオッサンだぞ？」

　じっとこっちを見つめる大島の表情は何も変わらない。答えもしない。

「俺が美人女講師ならまだしも、こんなオッサンかまって楽しいか？」

　いきなり怒鳴りつけられたんだぞ？　あの時、怒鳴られたお前が、それにずっと腹を立てていて、構内で偶然会った時に文句を言い返すのならまだしも、どうして、ずっとくっ付いて来るんだよ。

「何がしてぇの？」

「……」

　長年付き合ってた男を奪った愛人へ仕返しみたいなことを代わりにしてくれて、なんなの？　俺をどうしたいの？　俺にどう思われたいの？

「楽しいよ」

「あ？」

「笹川先生をかまうの、すげ、楽しい」

　ジュースをソファに置いて、真っ直ぐにこっちを見つめる。

「……おい」

　それは、まるで、キスでもするような雰囲気で、視線が絡まり合って。

「お前、俺が男って」

「あの日、泣いてたでしょ」

「はぁ？　俺は、泣いてなんか」

「泣いてた。静かに誰にも気が付かれないように、そっと泣いてた。あんな泣き方する人いるんだなって思った」

　身体が、動かない。

「おま」

「大人で、そんでもって、すげぇ……綺麗って」

　なんだ、このクソガキ。真っ直ぐすぎる視線のせいで目を逸らせない。羽交い絞めにでもされている気分だ。笑わせるな。俺のどこ見て、綺麗なんて単語が出て来るんだよ。そんなの、付き合い始めた頃の森田にも言われたことねぇぞ。

「やべぇって思ったけど、再会して、もっと強く思ったんだ」

「な、にを？」

「キスした時、どんな顔すんのか、知りたいって」

「っ」

　そのまま真っ直ぐ唇同士がぶつかった。

　動けない俺は避けることもできず、キスを受け入れてしまった。十八、十九のクソガキの唇に抗うことができなかった。

「っ」

　下唇を吸われて、ビクッとしてしまう。舐められたら、それこそ、身体が焼けたみたいに熱くなって、思考回路が焼き切れる。

「ンっ」

　舌、とか、入れてんじゃねぇ……よ。

「ん、んんっ」

　視線だけじゃなく、粘膜まで捕まえられて、舌で絡め取られて、キュッと身体が縮こまった。二十以上年下の男のキスにジタバタ暴れることも、抗うこともできず、ただ身をすくめてしまう。

「は、ぁっ」

「もしかして、笹川先生、キス、久し振り？」

「っ」

　こんな年下のクソガキに、そんな最近の性生活を知られて、焼き切れた思考が燃え上がる。カァッと、羞恥で身体が熱くなって、それこそ情緒が不安定になる。振り子が狂い、指針が振り切れた。

「なっ！　うるせぇな！　お前に関係ねぇだろうが！　大人からかうのもそんくらいにしとけよっ！」

　講師と生徒、大人とクソガキ、肩書きでなら俺が上のはずなのに、金切り声を上げて笑えるくらいにカッコわりい。飛び跳ねるようにって言えば聞こえはいいが、なかば、ソファから転がるように、キスを避けるダサいオッサン。

「ふざけてんじゃねぇ！」

　唇をゴシゴシ拭いて、抗う啖呵すらカッコ悪いオッサンだ。

「……」

　そんな俺を、大島がただ黙ってじっと見つめていた。

「は、早く、部屋戻れよ……」

　搾り出すようにそう呟いた後は、大島がどんな顔をするのか確認もせずに、足元だけを見つめながら急いで逃げ出した。




　大島とふたりっきりでいた隠れ家のような休憩所から、廊下を真っ直ぐ進む。顔をしかめながら、人の気配が多くなる中を掻き分けるように部屋まで逃げた。

「……くっそ」

　扉を閉めて、真っ先にそう呟くと、誰もいない部屋に物悲しく響く。

　なんだ、あのクソガキ。今時の若い連中の考えてることは意味がわからねぇとは思うが、あんな不可解な奴、見たことねぇぞ。

「……」

　改めて、唇を手の甲で拭い直しても、肌よりも薄い粘膜だからだろうか、痺れているような感覚が残る。疼くような、火照るような。あれだ、高熱が出た時に、唇の感覚が妙にぼやけるのに似ている。熱に冒されたような、そんな感じ。

　そのまま洗面所へと向かい、鏡に水が跳ねるのもおかまいなしに、バシャバシャと水で顔を叩いて、熱を、感触を洗い落とす。

「な、んなんだよ」

　それでも、大島の唇の柔らかさと、少し色気の混ざった声色がずっと身体に残っていて、ひとりぼっちの部屋で何度も何度も舌打ちを繰り返した。









３　近寄るな







　二日目、予定は終日創作に費やされる。場所はこのバンガローがある敷地内と少し降りたところにある川。グループごとにある程度まとまってもらい、あとは自由行動。つまりはグループ責任者となっている講師の目の届く範囲で、自然をテーマに、好きに創作に打ち込みなさいってやつだ。大概の奴らはスケッチだろうが、中にはクラフト系で、小枝から太い幹まで色々かき集めている奴もいた。持ち帰らなければいけないことまで計算してなのかは知らない。

「何かあったら、すぐ呼べよ」

　自分が受け持つ生徒らにとりあえず声をかけていた。もちろん、大島にだって声はかけるさ。けれど、その大島がまだこの場に現れていないことにどこかホッとする自分もいる。これは仕事なわけだから、昨日のことは昨日のこと。今日のことは今日のこと、だとわかっていても、やっぱり気まずい。

　一晩、考えた。十八のガキがこんなただのオッサンでしかない講師に、あんな悪ふざけをした理由を。あいつ、ゲイとかなんじゃねぇだろうかって。あのくらいの歳じゃ、もしこっち系の性癖の持ち主だとして、色々悩むだろ。どこで、どう察知したのか知らねぇが、俺がゲイだと同類の勘か何かで気が付いて、つい、思わず、あんな行動を取ってしまった。っていうのなら、理解できないわけじゃない。誰だって、自分の性癖が一般的じゃないとわかれば躊躇うだろう。

「笹川先生」

　俺だって。自分ひとりだったらゲイだと認めるのに、相当の勇気がいった。

「お、大島、ぁ……えっと、皆、この辺でスケッチするみたいだから、お前もあんま遠くに行くなよ」

　俺の目の届くところにいろ、って、言葉が出てこなかった。

　昨日の大島がそのまま、目の前にいて、真っ直ぐこっちを見つめていて、正直、目の届くところにいて欲しいと思えなかったから。

「先生」

　一言、そう呼ばれただけで身構えてしまう。

「俺、ゲイじゃないっすよ」

「え？」

　聞き返したのと、大島の友達が遠くからこいつを呼んだのはほぼ同時だった。それ以上は答えてなんかやらないとでも言うように、フイッと視線を逸らし、友達の所へと行ってしまう。あんなに遠くにいて欲しいと、近くに来ないでくれと思ったくせに、こんなふうに横をすり抜けられたら、追いかけたくなる自分がいる。

　今、あいつ、ゲイじゃないって言ったよな？

　じゃあ、なんで、俺にキスなんてしたんだよ。男の恋人がいるとか、俺は自分の性癖に関して、一言だって話していない。綾瀬と何か因縁めいたものがあるとしたって、そんなん、女の恋人を取り合っているのかもしれないだろ。いや、恋愛事だなんて思うのか？　それに、なにより、俺と綾瀬が男の恋人を取り合っているとしてだ、どういう関係性なのか全くわからないだろ。あいつはたしかに綺麗な男って分類できるだろうから、抱かれる側に位置付けられるが、それじゃあ、俺は？　俺は抱かれる側には見えないだろ。

「……」

　そこまで自分の思考が行き着いて、つい苦笑いがこぼれた。わかってるんじゃねぇか。抱いてもらうにしては、男をその気にさせる要素が自分には足りてないって。ちゃんと、そんくらいわかってんだよ。




　自由と放置の境目ってなんだろうか。

　もう高校生じゃないから引率もそんなに手間はかからない。芸術に関する程度の知識、ルールを学び、活用しつつも、それをぶち壊すくらいの想像力を持ってもらいたい、という方針により、昼休憩も個人個人に任せてある。つまり、講師は生徒が問題を起こさないように見張っていればいいだけなわけで、何も起きそうにないのなら、ただの暇な一日だ。というわけで、自分でもスケッチをしていた。ひとり、静かにこんなふうに絵を描いている間は、気持ちがざわつかないからいい。

「あれ？　先生が鉛筆でスケッチ？　油絵講師のレアスケッチだ」

「！」

　その声に、穏やかだった心の表面が逆さまにひっくり返ったかのように波立つ。

「大島！」

「左利きなんだね。そこ、いいっすか？」

　波立って、そのまま水蒸気が立ち込めるほど、グツグツと煮え始める。

「いいわけないだろ」

「……うわ、やっぱ、すげぇ、上手いっすね」

「もう半日以上経ってるぞ。場所変えるって、お前、作品できてるのか？」

「創作は自由でしょ？」

　ニコッと笑って、俺の露骨に嫌がる顔も無視で、その場に座り込んでしまった。その手にはスケッチブックはあるが、閉じてしまっているので、もう描き上がったのか、真っ白なのかを知ることはできない。

　失敗した。ひとりになりたくて、こんな静かなところを選んだことに、そして、今、昨日のキスを思い出してしまったことに。

　何か話をしないと間が持たない。余裕ぶってんのか知らないが、大島は隣に座り、スケッチブックを開くどころか、俺の絵を覗き込んだまま動こうともしない。距離も近いし、なにより無言が居心地悪い。でも、描き途中の絵をそのままにして移動するなんて、こいつから逃げたって丸わかりだ。なんのプライドなんだか。逃げたと思われたくない。見せなきゃよかった。

　大島はただじっと絵を眺め、講師へ生徒らしい質問をする気配もない。息をするのさえ、どこか緊張してしまう。それはまるで、教室で好きな人と初めてふたりっきりになってしまった時のような緊張感に似ている。

「お前、ゲイじゃねぇのに、なんで、俺みたいな男にキスなんてした」

「したかったから」

「は？」

　失敗だ。なんで、そんなこと、会話が続かないからって訊いてんだよ。こんなに歳が離れたガキの考えていることなんて、俺にわかるわけがない。キスしたかったって、ノンケのくせにどこをどうしたらオヤジ相手にそんな気が起こるのか、全く理解できない。衝動的にキスしたくなるのって、大概、女が泣いてるとか、そんなようなもんだろ。

「先生みたいな男にどうして、キスしたくなるんだよって、そう思った？」

「ふ、普通、思わねぇだろ」

　また微笑まれて、鼓動が早まる。理解不能なクソガキが次にどんな行動を取るかなんて、わかるわけがないけれど、それでも、必死に考える。

「あの卒業生って、笹川先生のこと、なんかすっごいライバル視してるでしょ？　でも、わかる気がする」

「は、はぁ？」

「んでもって、笹川先生はちっともわかってない」

　お前みたいなクソガキに四十男の何がわかるっていうんだよ。

「貴方の指、すっげぇ、性欲駆り立てるよね」

「は？」

　何言ってやがる、そう言うつもりだった唇をガブリと噛まれ、舌を瞬時に差し込まれた。

「んんっ」

　手から滑り落ちた鉛筆がカランと音を立てて、小さな岩の上を転がる。

「ン、んっンくっ」

　舌で口ん中を犯される。そのくらいに強引なキスは昨日のあの熱を遥かに超える荒々しさで、俺の身体の奥まで挿し込まれる気がした。ぎゅっと抱き締められて、身体密着されて、ヤバイって、気が付かれるって、慌てて腕で大島の胸を突っぱねる。

「ふっ、ざけんなっ！」

　同じ男なのに、腕の力が上手く入らなかった。どうにか暴れて、こいつを引き剥がしたら、今度は、すぐそこで睨むように切羽詰った顔見せられてカァッと頬が火照る。

　クスッと笑った顔がちゃんと男の顔してやがる。濃厚な口付けに唇濡らして、射抜くような、獲物を食うような本能を隠さない眼差しに、身体の奥が驚いて、ジクリと熱を持つ。

「感じた？」

「っ」

「そんな顔、してる」

「ちょ、本当に、お前っ」

　耳朶を甘噛みされて、背中が反るほど感じた。キスだけじゃない、そんな箇所に愛撫を受けることも久し振りで、身体の中が混乱していく。どう反応していいのかもわからなくなって、声を我慢するのが精一杯だ。

「や、ァ……お、ぃ」

「こっちもしっかり反応してる」

「ちょっ！　おいっ！　本当に、触るなよっ！」

　耳朶、そんなに敏感なほうじゃなかったはずなのに。耳を舌で擽られたくらいで、腰の辺りがジンと疼くなんて、前はなかったのに。久し振りの接触は、最近、味わっていなかった快楽に過剰な反応を示してしまう。そして、こういう時に男っていうの最悪だ。

「あっ、ちょっ……大島っ」

　触れば、一目瞭然だ。言葉でどんなに拒否しようが、全部が晒される。触るな、何してんだって、抵抗したところで、じゃあ、なんで反応してんだ、だろ。生徒で、二十近くも歳の離れたクソガキのキスと耳朶へのささやかな愛撫に反応して、股間熱くさせてんだから。

「んんっ！　ん、ァ……ンくっ」

　揉み込まれて、ヒクンと腰が揺れてしまう。

　やめろ、という言葉を言わせないかのように、また、口付けで蹂躙された。舌が好きなように俺の口の中を貪り、唾液が溢れるほど絡まり、そして、思考が止まる。大島の胸を押し返そうとしていた腕はいつしか抵抗することを忘れ、縋るようにシャツを掴んでいた。戯れってレベルじゃない、キスと指先の愛撫に翻弄されて、こいつの行動の意味まで探れない。

「ん、ン」

　深すぎるキスのせいで呼吸が苦しくて、酸欠だ。

　こいつはゲイじゃないって言っていた。じゃあ、なんで、男の股間なんて触ってんだ。俺がゲイって、わかってやってんのか？　しかも、まるで女でも抱くみたいに、つまりはネコでも抱くみたいに、甘い愛撫なんて。

「おいっ！　大島っ！」

　大島の手が俺のベルトに触れて、カチャリと金属音がした瞬間、快楽に浸りかけた身体と頭で、理性の崖っぷちにしがみ付く。これ以上はダメに決まってるだろ。生徒と講師なんだぞ。ここをどこだと思ってんだ。そして、お前、俺が男だって、ちゃんとわかってんのか？

　キッ、と睨みつけてやったけど、効果はなかった。

　大島はニヤリと、男の欲情した意地の悪い笑みを浮かべ、必死に止めた俺の手を容易に払いのけると、そのまま遠慮の欠片もなく、下着の中を漁り出す。

「あっ！　あァァっ」

　握り込まれた、そそり立った自分のペニスに、ぞわりと信じられないほどの快楽が滲んだ。

「やっ、やめっ！　大島っ」

「すげ、敏感、もうカウパー溢れてんじゃん」

「知らなっあァァァっ」

　親指で、鈴口をグリッと押し込まれて、先走りが理性のつい立を越えて溢れ出す。扱き始めから、ヌチュクチュと卑猥な音が聞こえてきた。

「あ、あァ、だめ、だっ、大島っ！」

　ダメ？　どこが？　そんな手付きだった。俺の腰はカクカクと小刻みに揺れ、はしたないほど身体は手の動きだけを追い掛ける。すでに大島の唇は俺の拒否の言葉を遮るキスをやめていた。拒否になっていないから。やめて、ダメだ、を繰り返しながらも、その声色は確実に甘い喘ぎそのものだから。そして、キュッと身体が力を込めたのは、拒絶の反応じゃなく、今すぐにでもイってしまいそうなほど感極まっているから。

「あ、あ、大島っ」

「俺、ゲイじゃないよ。ただ、あんたにこんなふうに触ってみたかっただけ」

　ゲイじゃない男が、なんで、こんなただ年上ってだけの男に、そんなことを思うのか。ありえないだろ。おかしいだろ。こんなオッサンに若い男が欲情するわけがない。

「あっ……ウソ」	

「嘘、な、わけねぇじゃん。ね、触って、良史（よしふみ）さん」

　鼓膜に直接流し込むように名前を囁かれ、身体の奥があからさまに発熱した。そして、自分と同じように股間を熱くさせる大島を見て、俺は――

「扱いて……？」

　あきらかに欲情した。




「は、ァッ！　あ、ダメ、だ、それ、ダメ」

　向かい合わせだから、左利きの俺の手とこいつの右手が交差して、ぶつかって、その接触にも身体は火照った。

「良史さん、カウパー多いね」

「やァ……ン」

　ひどい声。甘くて、ドロドロに理性が溶けたいやらしい声。もうどのくらい、自分のこんな声を聞いていなかっただろう。ここが学校行事で来ている山奥で、十分も歩けば誰かに出逢えるかもしれないような屋外、なんてことを蹴散らすように、互いが互いのペニスを扱いていた。舌を絡ませ合って、唾液飲み合って、そしてたまに唇に吸いつかれては、またひどい喘ぎを上げてしまう。

「あァっ！」

　大島の愛撫は荒々しい。若いって感じがすごくする。性欲丸出しで襲い掛かるようなのに、それは一方的じゃなく、俺の欲望をしっかりと刺激してくる。理性もなくなり、ただ、今、この男がくれる快楽を貪りたくて仕方がないと思わせる。

「良史さんって、先っぽ扱かれるの好き？」

「しっ、知らねぇっ！」

「俺、自分以外の触ったことないけど、あんたの、これ」

「あァァァっ」

　その瞬間、尿道を直に刺激する指の強引さにガクッと身体が踊った。グリグリと、鈴口をいたぶられて、痛みを感じられたら、少しくらいは頭の中が正常になれたかもしれないのに。

「あんたの、ヤバいくらいにエロくて、全然、嫌悪とかないんだけど」

「あ、あ、あ」

　ぬちゅくちゅと聞こえるやらしい音が爽やかな青空に吸い込まれていく。景色と自分たちの行為の落差に背徳的なものを感じながらも、俺は嬉しいと思ってしまった。

「あァ、も、大島、っ、あ、あン！」

「イきそ、俺」

　こいつの考えてることなんて、これっぽっち、欠片もわからないんだ。だから、こいつの行動のどれひとつだって信用していいものなんてない、そうわかっているのに。

「あァァァっ！」

　でも、嬉しいと思ってしまった。

「っつ……！」

　俺がイった顔を眺めながら、切羽詰まった大島が、眉を寄せて男の顔して射精したことを。

　俺みたいな男に興奮してくれたことを。

「さすが、若いな」

「茶化さないでよ、良史さん」

　俺の手の中で盛大に射精するほど、こいつが、この行為に興奮してくれたことを嬉しいと思ってしまう。欲しがられる悦びを思い出してしまう。

「良史さん」

「！」

　そういや、こいつ、途中から俺のことを苗字じゃなく名前で呼んでいた。それすら快感になるなんて。俺は、こんなところでイかされてしまった。熱を吐き出せた頭が少しずつ冷静になっていく。もし、誰かに覗かれていたらと想像するだけでゾッとする。そして、このクソガキがなんでこんなことをするのか、ひとつもわかっていないのに、流されてしまったことを後悔し始め、思考がまともになりかけた時。

「！」

　さっきした荒々しい口付けよりも、昨日の甘く痺れるようなものよりも、もっとささやかなキスがひとつ、触れた。

「貴方のことが好きなんだ」

「……」

　冷静になりかけたのに。こいつの言葉が俺の頭の中をぐちゃぐちゃに掻き混ぜて、また、頬に熱が走るのを感じた。









４　渇き







　引率なんて引き受けなきゃよかった。美術研修旅行は終始バタついていた。その何もかもの原因はこいつだ。

「ねぇ、笹川先生、マジで油絵の時って、下絵、食パンで消すんだ」

　邪魔。そんな意思を詰め込んで睨んでやると、大島がそれを笑顔で受け取り、椅子にしっかりと座り直す。

「もう授業の時間、終わっただろ？　早く帰れよ」

「いいじゃん、少しくらい。まだ夜間部まで時間あるでしょ？」

　そう、時間があるから、今、こうして絵を描いてる。

「集中できねぇんだよ」

「じゃあ、静かにしてる」

　そういうことじゃない。お前の沈黙も視線も、何もかもが俺の集中力を奪い取っていく。絵を描く時は無心になれるんだ。頭の中を空っぽにして、指先で絵の具の感触たしかめて、感覚だけで白いキャンパスの上に描いていく。この時間はお前のことを考えないでいられるから。それなのに、そんな時にさえ、お前が目の前にいたら、もう空っぽになんてならない。それどころかいっぱいになっていく。

「静かにしてても、うるせぇんだよ」

「……」

　本当に黙り込み、下絵の行方を追い掛ける真っ直ぐな視線に、大きく舌打ちをした。

　ずっと、お前のことが頭から離れない。キスしてしまった。それよりもっと卑猥なこともしてしまった。久し振りの熱にあてられて、頭が上手く動いてくれなかったとしても、なんて考えなしの行動をしてしまったんだと、後悔している。

　研修旅行から一週間、その間、何度こいつと構内で顔を合わせただろう。そしてその度に、目を逸らし、その存在を無視したのに。

「笹川先生の指先ってエロいよ」

「静かにしてるんじゃなかったのか？」

「なんかさぁ、その指先見てるだけでも」

　こいつの言葉を妨げるため、ガチャンと道具が音を立てるほど、手身近にある机を拳で強く叩いた。

「ちょ、先生、画家なんだから、手、乱暴に扱ったら」

「なぁ！　いい加減にしろよ！　大人で遊ぶな！」

　どっちが大人なのか。俺は子どもが癇癪でも起こしたように、物に八つ当たりをして、感情任せに金切り声を上げている。

「お前さ！　ゲイでもないのに、こんなオッサン、イかせたりしてなんの得があるんだよ！　面白かったか？　枯れ切ったオッサンからかって、喘がせて、何が楽しんだよ！」

「そっちこそ」

　止められない。こいつにあの日、グチャグチャに掻き混ぜられたっきり、全然元に戻ってくれないのが悔しくて、こんなクソガキに乱される、自分の情緒不安定っぷりも腹立たしくて、感情任せにまたテーブルを叩こうとした。

「そっちこそ、俺の言葉無視して、ひどいでしょ」

「！」

「好きって言ったのに」

　なんなんだよ。何したいんだよ。ずっと、この言葉が俺の身体の中をグルグルと走り回っている。ただ戸惑いだけが内側いっぱいに膨らんで、俺は不安で仕方がない。

「そんなの信じられるわけないだろ」

「貴方のことが好きです」

「俺は男だぞっ？」

　わかってるさ、みたいに平然とした顔しやがって。騙されてやるわけねぇだろうが。こんなオッサンのどこをお前みたいなのが好きになるっていうんだよ。

「はっ、そんなこといって、お前」

「貴方を抱けるかってこと？　抱けるよ。それはこの前証明したでしょ。ちゃんと貴方見て興奮する。オッサン、オッサンって、そこに妙にこだわってることのほうがおかしくないか？」

　おかしいわけあるか。おかしいのはお前のほうだ。ノンケのくせに、遊びで手を出す相手にしちゃ、互いの立場があるってこともわかんねぇのか。講師と生徒だぞ。同性だぞ。

「離せよ」

「離さない」

「離せって！」

　手を強引に振り解こうとしたら、折れそうなほど指を強く捕まれ、そして、口腔へと連れていかれた。

「！　っ、ン」

　フェラでもするかのように指先にしゃぶり付かれて、ゾクリと快感が蘇る。ずっと、忘れていた、もうないかもしれないと思っていた、腹の底にある快感の壷に、甘くてやらしい蜜がポツンと垂れていく。

「さっきから指フェラしたくて仕方がなかった。ねぇ、俺は貴方を好きだけど、信じてもらえない？」

「し、んじられる、わけ、ねぇだろうがっ」

「じゃあ、俺も貴方の拒絶は信じない。いいじゃん。この前、オナニーし合うの気持ちよかったでしょ？　ね？　オナニーだと思えば？　俺は貴方を抱いてるって思うから」

「はぁ？　あ、ちょっ」

　腰を抱かれて言葉に詰まる。羞恥と興奮で身体が一気に発熱して、つい、涎を飲み込む。そして、それを至近距離の大島が気付き、ニヤリと笑う。

「オナニーだと思って」

「っ」

　大島は背後に回り、この前よりも素早く、自分のベルトを外すかのように前を寛げて、遮る言葉を言うより早く、中でまだ半勃ちのペニスを握り込んだ。

「なんだ。その気になってるじゃん」

「あぁぁっ！」

　それだけじゃない、シャツの下から手を差し込んで、乳首を抓ってくる。

「やめっ」

「オナニーなんだから定期的に抜かなきゃ」

　キュッと少し強く抓られて、思わず身体に力が入った。息を詰めると、それが密着した背中から伝わったのか、「痛かった？」と問われて、その囁き声にゾクリと肌が栗立つ。久し振りに与えられる他人からの快楽に、はしたないほど溺れたがる身体が腹立たしい。

「乳首、感じる？」

「し、らねぇ、よっ」

「どっちも勃ってる」

　首を振っても、快楽は身体の中から逃げてくれない。それどころか膨れて、今すぐにでも暴発しそうなほど。目を閉じて俯けば、首筋を強く吸われ嬌声を上げてしまう。どこがオナニーだ。こんな飲み込まれるような、ズブズブと深海に引きずり込まれるような快楽は自慰でなんて味わえない。貪られる快感は、ひとりじゃ到底味わえない。

「や、ぁっ」

「イきそう？　だよね、もう、ここ、カウパーでドロドロ」

　何も考えられなくなる。

「や、ぁ、あぁ……ンっ、ぁ、あぁぁっ」

――やらしい声上げてよ、良史さん。

　その言葉がスイッチだったのか。それとも、いじられ、女の乳首のようにされた粒を指が強く抓った甘い痛みか、もしくは射精を促すようにグリッと鈴口を押し広げた大島の親指の強引さが好みだったのか。

　ビクンっと派手に反り返った身体、盛大に弾けた自分の精液、考える必要なんてないんだよと言いたげな快感のせいで、空っぽになりたかった頭の中はたしかに空となり、描き始めたばかりのキャンパスに卑猥な汚れが飛んでいた。




　森田と付き合っていた頃、もう、最後のあたりはほとんどセックスなんてしなかった。四十だし、あいつとの付き合いはそれこそ大島と俺の歳の差くらい、二十年近くもくっついて離れてを繰り返していたから。

　俺だってそこまで、がっつくことはもう。

「はぁ……」

　もう生徒はひとりもいなくなった構内の喫煙所で、煙草の煙を一気に吐き出し、漂いながら消えていく様子を眺めていた。

　がっつくことはしなかったさ。できなかった。でも、俺は……したかったよ。そりゃ、四十だろうが、オッサンだろうが、性欲がゼロになったわけじゃないんだから、たまには、そりゃ、抱かれたかったさ。ただ、それをあいつに言って、断られるのが怖かった。それなら、溜まったもんをひとりで処理してしまうほうがよっぽど楽だろ。空しいとか悲しいとか思ったのなんて最初だけ。溜まるもんは溜まる。それを処理するのに躊躇ったり、落ち込んでなんていられない。

　ふと、大島の顔を思い出した。

――俺はいいよ。もう、夜間部の準備とかあるんでしょ？

　後ろから抱き締めてるあいつの股間に手を伸ばしたら、そう断られた。でも、それすら、俺の中で興奮の火種になった。

――あんま、触んないで。

　だって、あいつ、すげぇ苦しそうな顔して、男の色気漂わせて、張り詰めた股間に触れようとする俺の指先を止めたんだ。抑えられなくなるからと、あんな切羽詰まった顔で言われたらさ。

　俺の手をもの欲しそうに見つめながら、奪うようにキスして、オナニー良かったでしょ？　なんて笑い、部屋を出て行ってしまった。

　あいつはあの後、それこそ溜まったもんを吐き出したんだ。ひとりで。

――良史さんの、乳首、すげぇ、コリコリしてる。

　ひとり、俺のことを想像しながら、俺を喘がせ、いじった指先の感触を快楽の糸口にして抜いたんだろうか。もしそうなら、嬉しいと思ってしまう。

「アホか、俺」

　あんな熱っぽく見つめられるのも、強引な腕に捕らわれるのも懐かしいと感じるほど遠い昔のことで、それが蘇ることに少なからず心が躍る。

　信じるな。クソガキの気まぐれだ。若気の至りだぞ。そんな警告が聞こえないわけじゃないけれど、それでも、あの熱にこのまましばらくだったら溶かされてしまいたい、なんて思うんだ。




「描かないの？　笹川先生」

　木炭を握り、キャンパスに点を描いたっきり、それ以上、線を引くことすらままならない。

「扱いてんの右手だから、左利きの貴方の作業は邪魔しないのに」

「っあ」

　夜間部の生徒が来るまで、そして、昼の学生がほとんどいなくなり、人の気配が途切れる、ほんのわずかな時間にふたりだけしかいない教室で場違いな甘い声が遠慮がちに響く。

「あ、ぁっ！」

　ちゃんと描いてよ。俺はここから見学させてもらうからさ。そう耳朶を甘噛みされて、快感の滲んだ声を素直に上げた。クスッと笑った大島の舌で首筋をくすぐられて、快楽がどぷりと溢れ出す。溺れるくらいに溢れて、大島の手を濡らし、腕の中で腰をはしたなく揺らして感じてしまう。

「良史さんの声、マジでエロい」

　病み付きになりそうな「自慰」と名付けられた行為はどこまでも快楽漬けにしてくれた。若い大島の滾るような性欲の対象にされることが心地良いから、乾ききった身体は貪欲にこの熱を貪ろうとする。

「あと、この腰もエロいんですけど、先生？」

「あ、あ、今、その呼び方、すんじゃ、ねぇ……んんっ」

　顎を手で捕まれ、背後で俺のペニスをぐちゅぐちゅに扱いていた大島にキスをされた。無理矢理な体勢、背中が捩れて、呼吸も苦しくなるのに、そんな体勢のまま弱い箇所を重点的に強く刺激され、眩暈が起きる。

「んんんんっ」

　舌で俺の口腔を犯しながら、もう慣れた手付きで薄っぺらい男の胸にある用途のない乳首を勃起させ、コリコリにして、突付いて遊んで、そして強く抓られた。

「んんんっー！」

　その瞬間、あっけなく、そして派手に射精した。

　もう大島の手は俺のポイントを知っている。どこをどれだけ強く擦れば射精するのか、どのくらい強く抓ったら甘い声を上げるのか。

「あっ、はぁ、はぁっ、ンく」

　イったばかりの俺にとっては呼吸困難に陥りそうなほど深く貪欲なキス。あまりに激しく舌を絡ませてくるから、つい、縋るように年下の大島のシャツを握ってしまう。

「ん、はっ、ぁ……」

　唇を離せば、大島が興奮にギラついた瞳をしていた。

　お前のは？　そう、尋ねてしまいそうになる。お前のそこ、そのままじゃ辛いだろって、そう言って、俺がされたように、こいつのを扱いて、あの研修旅行の時のように射精の手伝いをすることならできる。

　でも、こいつの望みは違うんだ。こいつは、俺を抱きたい。怯えたくなるほど雄の顔をした大島が俺を見つめている。イかせ合うなんて、ガキの遊びみたいな快楽はいらないと、目だけで訴えてくる。

「っつ」

　少し乱暴なほど髪を鷲掴みにされた。興奮する雄の本能そのままに行動してしまいたい自分を必死に抑える男と目が合う。

　そんな目つきを女の子相手に向けたら、お前、その場で逃げられるぞ。そう笑って言ってやりたいけれど、喉奥がヒリヒリするほど俺はそんな大島に欲情していて、言うだけの余裕がない。

　正直、求められるのは心地良い。こんなにギリギリと追い立てるように俺だけへ真っ直ぐに全身をぶつけてこられたら、嬉しいだろ。このまま、この心地良さに任せて、抱かれてしまいたいと思う自分もいる。

「……ぉ」

　お前のは？　と、言いかけて、また躊躇う。

　曝け出して、こいつの、この滾った雄で奥まで抉じ開けられたら、どんななんだろうと、想像するだけでも身震いする。ずっと向けられなかった雄の欲望に身体の中を掻き混ざられたらって。

　名前を呼んだ瞬間、こいつは俺を組み敷くだろうか。強引に服を剥ぎ取って、俺を溺れさせるその指で中を解して濡らして、そして。

「続き、描くんでしょ？」

「え？」

「これ、続き描くんでしょ？」

　クスッと笑って、大島が席を立った。

　俺は少し息苦しそうな横顔をただ黙って眺めて、内心ホッとしていた。二種類の安堵。「自慰」の範囲を大きくはみ出る行為を止められたこと、そして、こいつの表情が冷淡どころか、必死に性欲を押さえ込もうとしていること。

　越えるのは怖い。越えて、もしも、この身体に溺れきってしまったら？

　同じ歳の男相手ならまだマシだが、こんな子ども相手に盲目的に夢中になって、そのあと、こいつが森田のようになった時、それこそ悲惨じゃないか。「自慰」と名付けられた範囲内の行為ならば、あとでひとりになったって、どうにか誤魔化せるだろう。

「また、先生の絵、見せてね」

「……」

　抉じ開けられて、そのあと、ひとりで鍵をかけるのは辛いってもう知っているから、大島の向けてくれる熱に酔いながらも、それを深く受け入れることは怖くてできないでいた。

　少し背中を丸めて、熱が暴れる内側を隠すように教室を出て行くのを見送り。また、放課後のわずかな時間を狙って、こいつがここを訪れることを願ってしまう、ズルくて卑怯な自分がいる。







５　ぐちゃぐちゃに







　代理で俺が急遽引き受けた研修旅行の引率、それに本来、行くはずだった講師は結局仕事を辞めることになった。親の介護のため田舎へ戻るんだそうだ。

　今日はその送別会。

　美大の講師っていうのならまだ格好もつくが、そこに「予備校」って文字がついただけで、親の心象は違ってくるだろう。予備校の講師じゃ、戻って来いと言われるかもしれないし、それを断れるだけの信念も、ないかもしれない。

「研修旅行の時はすみませんでした！」

「いえいえ」

　その田舎へ戻ることになった元講師がビール瓶片手に現れた。すでにけっこう飲まされたようで、顔を真っ赤にしながら、頭がユラユラと揺れている。

「大島……」

　その名前をふわりと酔っ払った声で呟かれて、思わずビクンと跳ね、肘が箸にぶつかった。カランと音を立てて箸は下へ転がり、それを取る指先が震えている。

「って、知ってます？」

　なんで？　どうして、急にここであいつの名前が出てくるんだ？　

「え、えぇ」

　指先だけじゃない。声も震えていた。

「彼、僕のクラスの生徒なんですけどねぇ。この前、急に油絵科に移れないか？　なんて言ってきましてね」

　フラフラ揺れながらこっちの動揺に気が付くことなく、油絵科担当の講師である俺へ大島の話をしてくる。もう自分は辞めてしまう人間だから、大島がどうしてそんなことを急に言い出したのか、自分の教え方に問題があったのか。それとも単純に油絵への興味が沸いたのか。そちらへ、そのことで相談しに行ってはいないか？　と、担任として、俺に話していた。

　日本画から移動したいのなら、絵の路線の変更、もしくは画力の幅を伸ばすため、自分らしい技法を考えるためにあるかもしれないが、工芸科から油絵へっていうのは珍しい。俺も自分の生徒が工芸科へ移ることはできないだろうかと相談してくれば、どうしたんだろうと思うし、気に掛かる。自分に落ち度があったのかもしれないと。心配になる。所詮は講師も雇われの身。あの講師はダメだと判断されてしまっては仕事がなくなってしまう。

「こちらにはとくには……」

「そうですかぁ、もしかしたら、先生のところへ相談に行くかもしれません。僕はもうみてやれないので、その時は是非、相談に乗ってやってください」

　わかりました。と、返事をするのが精一杯だった。それ以上は言葉が出てこなかった。

　油絵科へ、だって？　工芸を学びたくて、この予備校に入ったんじゃないのか？　しかも受験組だろう？　一般ならまだしも、工芸科、絵画系、それぞれ行きたい大学があってあそこの予備校にいるのに、その大学ごと変える気なのか？

　俺が受け持つ油絵科に、そこまで？　そんな言葉が浮かんだけれど。それはどっちの意味なんだろうか。

　そこまでして追い掛けられるのは重たい。それとも、そこまでしてもらえることが、その好意が嬉しい。どっちなんだろう。

「大島っていう奴なんですが、その時は宜しくお願いします」

　知っていますよ。そう心の中で答えながら、脳裏に、俺を真っ直ぐ見つめる大島の顔が浮かんだ。




　送別会の最後は花束贈呈で華々しく終わった。これから介護という、芸術とは全く違う世界でやっていくことになる彼は、抱えきれないほどの花束を見つめながら、名残惜しそうな顔をしていた。芸術家、と呼べる道へ進める人間ばかりじゃない。芸術家でなく、それがたとえ美術のいち講師であっても、自分の好きなことで食っていけるっていうのは幸せなことだと俺は思う。芸術分野だけの話ではなく、色々な、それこそ、サラリーマンにしてもだ。

　森田みたいに、好き嫌い関係なく、全てを合理的に無駄なくできる人間も少なからずいるだろうが、そんな奴ばっかりじゃないだろ。

「笹川さんはタクシー相乗りされますか？」

　一次会会場となった飲み屋の入り口で、そう尋ねられる。

「あーいや、私は大丈夫です」

　バラけていく彼らに手を振り、そそくさとその場を離れた。

　飲み直そうか、どうしようか。でも、飲み直すとしても、職場の人間とはごめんだ。数人と、本日の主役である工芸科、大島の担任はもちろんまだ帰ることなく、そのまま二次会へと流れて行った。もう芸術について語り合うこともなくなるからと、酒も入っている中でたまに涙を堪えつつ、話はかなり盛り上がっていて、一次会くらいでおさまるような感じではなかった。そこに混ざるのはテンションの差があるため遠慮したい。

「おーい、二次会行こうぜー！」

　そんな声はあっちこっちから聞こえてくる。道端には大学生なんだろうか、若い連中が通行人の邪魔になっているなんて思うこともなく、歩道の半分ほどを占拠するように輪になり騒いでいた。騒ぐなら店に入ってからにしろ、なんて文句を言えば、ただのうるさいオッサンにしか見えないんだろうな。

　大学生、つまりは大島と同じ歳くらいか。

「！」

　そう思ったからなのか。視線の先に大島がいた。

　信じられない。どうしてこんなところで鉢合わせなんてするんだろう。他にもたくさん繁華街ならあるし、居酒屋だってあちこちにある。ここで、駅へと、このタイミングで向かわなければ遭遇することなんてなかっただろうに。

　大島のいる一団は工芸科の連中だろう。知らない顔が多いが目立つ生徒の顔くらいならなんとなくでもわかる。その一団の中で大島が明るい笑顔を見せていた。無邪気な感じで、俺のあまり見かけたことのない顔。あの時、「死にてぇ」と軽はずみに口にしていたクソガキらしい、よく言えば天真爛漫な笑顔。

　そんな笑顔が一瞬で切り替わった。

　俺を見つけた瞬間、男の顔になった。俺はその場に立ち尽くしてしまう。何か、ひとつ、ふたつ、友人へと話しかけて、そして、同じ歳の無邪気な輪から飛び出してきた。

　その一歩目を目撃してすぐさま踵を返し、駅とは逆の方向へ、何も考えずに歩き始める。こっちに向かってきているのかなんて知らねぇ。

――この前、急に油絵科に移れないか？　なんて言ってきましてね。

　そこまでされるほど俺の何が欲しいのか、わかるわけがない。

――大島っていう奴なんですが。

　知っている。でも、俺の知っている大島を、あの同じ歳の友人達はきっと知らない。俺も、あんなふうにヘラヘラ笑うクソガキは知らない。

「良史さん！」

「！」

　手を掴まれ、息が止まった。

「逃げ足、速いね」

「……」

　俺が知っている大島は色気の漂う顔をして、真っ直ぐにこっちへ歩いてきて、心臓ごと鷲掴みにして掻き乱す、そんな男だ。

「に、げたわけじゃねぇよ」

　嘘つき。胸の中でそう呟くと、目の前にいる大島もそんな言葉を無言のまま、表情だけでぶつけてくる。

「俺の顔見て逃げたでしょ。案外、傷付くけど？」

「こっちに用事があったんだよ」

「へぇ……」

「お前こそ、飲み会いいのかよ。っていうか、お前、未成年だろ」

　眉をクイッと上げただけで無言だ。年下のくせに、こういう時、妙に余裕を見せやがる。こっちは酔っ払って、しかも、酒の席でいきなりお前の名前を出されて心臓が止まりそうになってヘトヘトなんだ。冗談じゃねぇ。こんな早歩きなんてして、心臓バクバクだ。

「お前、油絵科に移動できないかって相談したんか？」

「え？」

「工芸の先生がそう言ってきたぞ？」

　余裕の顔が崩れた。それに勝ち誇る。こいつの行動に毎回振り回されてばかりだったから、たまにはこんなふうに歳相応に動揺させてやりたい。年上の俺を操ろうとする男にひと泡吹かせてやれた気がした。

「ダメ？」

　そんなのダメに決まってる。不可能だ。それに、そんなブレてるんじゃ、予備校でいくら準備したって受験に合格なんてできっこないぞ。そう説教してやると、うるさいとでも言うように鼻で笑い、無言で、俺の背後を指さした。

　なんだ？　そう思って首を傾げると、もういつの間にか立場が逆転してしまったようで、大島がにやりと、また余裕の笑みを浮かべる。

「ねぇ、こっちに用事って、ひとりで？　それとも、俺を誘ってた？」

　大島の指先が示す方向、そちらへと振り返って、ハッとした。

――先生？

　男の色っぽい声でわざと意地悪く「先生」と、耳朶にキスできそうなほど触れるギリギリの距離で囁く吐息にゾクッとした。視線の先にはラブホ群が連なっていた。




「な、なんで、ここにお前と入らなくちゃいけないんだよ！」

「えぇ？　だって、進路相談？」

「それなら、どこか、その辺でだって」

「もう入っちゃったじゃん」

　そう言われて返事のしようがなかった。

　いいの？　工芸科の奴ら、その辺うろついてるよ？　合コンみたいな感じになっていたから、それこそ男女となった生徒同士で同じ界隈をうろついているかもしれないよ？　そんなことを言われて、抵抗をやめてしまった。別に進路相談に乗ることに、やましいものなんて何もないんだから、男同士、堂々としていればいい、そう思う。

　生徒と講師、その立ち位置を崩すよう揺さ振ってくるのはたしかに大島だ。けれど、その揺さ振りに反応してしまうのは俺だ。だって、こいつは。

「！　ちょっ！　おい！　なんで、俺の服、脱がしてんだ！」

「は？　ここ、ラブホだよ？」

「そ、そういうことじゃねぇだろうが！　それに、俺はお前が科を変えたい理由を！」

「……え？　それ、冗談のつもり？」

　ニヤリと笑い、そして、その半月形の唇が首筋に強く吸い付いた。

「あっ、あぁぁぁっ」

　もう知られている俺の性感帯。そこを強く吸われながら、乳首も同じくらい強めに抓られると声を我慢できない。何度、この男の指先でイかされたか。でも今日は場所が違う。教室じゃない。時間のことも場所のことも気にする必要がないと思うと、快楽の濃度が際限なく濃くなっていく気がした。

「今日、すごいね。先生……酒入ってるのに、これ、何？」

「あ、やぁぁ……」

　素早く取り出されたペニスは最初からいやらしい水音を立ててしまう。握りこまれた時点で大島の手を汚し、濡らして、そして俺の頭の中もドロドロにしてしまう。

「あ、ぁ、大島、ぁ」

　名前を呼んだのはこれが初めてだった。

　いつものように俺の背後から手を回し、「自慰」を強いていた動きを止める。俺はこの先に待つ、いつもの刺激を求めたのかもしれない。いつもなら呼ばない名を呼び、振り向くことのない背後へと振り返る。

　大島は驚いた顔をしていた。目を丸くして、黒い瞳は欲望に濡れているせいか、教室の煌々とした明かりとは違う、どこかいかがわしい気のする照明の中で揺れているように見える。

「ねぇ、良史さん」

　さっき、こいつから逃げた時も名前を呼ばれた。俺を誘惑する時のわかりやすい、サイン、スイッチのようなもん。

　今から、あんたを先生としてじゃなく性の対象としてみるぞ、とでもいうように、笹川先生という呼び方が、「自慰」の時だけ良史さんに変わる。そして、俺の鼓膜もそれをしっかりと記憶していて、その響きに反応して小さな火種を身体の奥に灯す。

「あんたってさ、抱かれるほうでしょ？」

「！」

　答えに戸惑う。そうだと言うには自分の容姿が気に掛かった。

「そうじゃないわけないでしょ。こんなやらしい乳首しておいて、抱かれて仕込まれた乳首じゃん」

「ちがっ！」

　過去の男に仕込まれたんじゃない。仕込んだのは、そこまで考えて、それも戸惑った。

「じゃないと、あの卒業した先輩が目の仇みたいにしてたの意味不明だし」

「！」

「じゃあ、さ」

　ベッドがギシッと微かな音を立てた。いつもは自慰と言って、背後にいた大島が、今夜は俺の前へと回りこむ。自慰、なのに、そこに自分以外の男がいることを自覚してしまう。

　ゆっくりと大島の指先が俺の身体を開く。膝に手を置いて、クイッと外側へと押し、脚を開かせる。

　ダメだ。そこは、ダメ。そう思うのに、身体がいうことを聞いてくれない。開いた脚、曝け出された奥でキュッと閉じている場所。

「ここ、オナニーの時、いじるんじゃない？」

「っ」

　大島の、この男の指先が、ツンとその孔に触れた。

「あんたの指ってさ」

　耳に大島が唇を寄せて、低く欲情した声で囁く。

「すげぇ、やらしい。あんたって指で描くでしょ？　あの日、絵の具ベッタリ指につけてたもんな。油絵科の奴にも聞いた。あんたの絵のこと」

　余裕が消える。この声と、指先に、頭の中を空っぽにされる。

「左利きって天才肌なんだって、知ってた？　なんか芸術家っぽいよね。手で乱暴に描いてるっぽくて、すげぇ、大胆で、でも繊細ですごいって、そいつも言ってたよ。そのさ、そいつが見た絵って、俺があの教室で見た下絵の？　それを指でなぞった？」

「あ、ダメ、だ、大島」

「想像したら、すげぇ、興奮した。あんたの少し骨っぽい指が、極彩色の絵の具をぐっちゃぐちゃに掻き混ぜてさ」

　大島の指が孔の口を突付く。その度にヒクヒクと締めて、身体が戸惑っている。

「あの教室で俺の手使ってオナニーする時、目の前にあった、あの下絵へ色を足してるんだって」

　ダメ、そう呟くたびに、こいつが意地悪く指の先端部分を孔の口へとめり込ませる。でも、入っては来ない。キュッとささやかでも締め付ければ、それ以上奥へと強引に侵入してこない。あんなに強引に舌で口腔を犯して、下着の中をまさぐってきたくせに、孔から奥を犯そうとしない。男のそこをいじることに戸惑っているんじゃない。俺を誘っている。焦らしている。

「そんな良史さんを想像しながら、俺はいつもひとりで抜いてる。あんたの指先思い浮かべながら、自分のを扱いた」

　その言葉に身体が力を抜いた。そしてそれを、目の前の男は見逃さなかった。

「ぁ……あぁぁぁっ」

　ズプリと奥まで一気に指が挿し込まれる。

「すっげぇ、狭い」

「あ、あたり、前だっ！」

　使っていないと簡単にわかるほど、処女のように異物の侵入に驚く粘膜。

「でも、カウパーでびしょ濡れ」

　知っている。どこが枯れたオッサンなんだと自分で苦笑いが零れそうになるほど、鈴口からは透明な液が溢れて、トロトロと伝い、竿を、陰毛を濡らし、孔の口を女のように潤してしまう。大島の指先を受け入れて、根元まで押し込まれる手伝いをしてしまう。俺が望んでいるかのように。

「あ、あ、あ、あぁっ！」

　クイッと中で折り曲げられた指に思わず腰が浮いた。

　後ろ手に身体を支えて、脚を広げて、ありえない場所をこんな年下の男にいじられるなんて。

　なぁ、お前は、こんな年上の男のそんなところ触って、指入れて、嫌悪はないのかよ。萎え、ないのかよ。

「何？　ここ、良史さんのイイところ？」

「っ、ちが」

「でも、今、締まった」

「！」

　羞恥と快楽がごちゃ混ぜになって身体が火照る。炎にでも巻かれたように熱くなって、おかしくなりそうだ。

「すげぇ、狭い、ローションとか、やっぱ必要？」

「ぁ、あぁ」

「ね、力抜いてよ。これじゃ、指、千切られそう。あんたも辛いでしょ」

　じゃあ、この「自慰」ってことになっている行為をやめればいいだろ。自慰のくせに、俺の意思は完全に無視だ。イヤだと言ったところでそれはこの男の耳に受け入れてもらえない。

「あ、あぁぁ、大島っそ、れ、ダメだっ」

　大島の舌に初めて乳首を突付かれた。

「なんで？　すげ、見てわかるくらいカウパーまみれになってくよ……ほら、こっちも少し力抜けたし」

　気が狂いそうだ。濡れて柔らかい舌が乳首をいたぶる。先を尖らせて、先端部分を突付いたかと思えば、すでに敏感に反応して勃ち上がっているそれを舐めて、薄っぺらい胸に押し込むようにされる。声が止まらない。息もできないほど、乳首を攻め立てられ、そして、尻奥をほぐされる。

「やぁぁっ」

「今、ここ触ってないのに、すごいことになってるよ。ね、良史さん、見てよ」

「冗談、やめろっ」

　視線を下へ向けろと指示するように大島が俺の胸の辺りからこっちを覗き込む。目が合った瞬間、顔がどいて、視界にひどく濡れた身体が飛び込んで来た。

「っ」

　ピンク色を濃くし、大島の唾液で濡れた乳首。その下には何もされていないのに、テラテラと先走りに艶めくペニス、そして、奥へと伸びる大島の長い中指は根元近くまで差し込まれていた。

「あ……やめ……」

　それがゆっくりと抜けていく。視覚だけじゃない、自分の身体の内側からもその感覚を教えられて、目を瞑ってしまいたいのに。

「やぁぁぁぁっ！」

　中指と薬指、増やされた指が奥目掛けて蜜音と一緒に強引に侵入してきた。痛みくらいあればいいのに。硬く閉ざされていたはずの孔の口はずっとこれを期待していたかのように、狭いながらにもほぐされる快感をしっかりと受け入れている。痛覚ギリギリのところで、記憶がその先にある快楽へと感覚をすり替えるせいで、処女のようだったそこは段々と淫乱な孔へと変わっていく。

　ずちゅ、ぐちゅと音が卑猥さを増すにつれて、快楽が容赦なく俺を飲みこんでいく。

「あ、大島っ」

　お前、なんて、顔してんだ。いまにも俺を貪り食べそうな顔して、ギラギラと冴えた光りを目に宿して。

「はぁ、良史さん、俺のも触って」

　自慰、じゃない。おっぴろげた脚の間でびしょ濡れになった身体を大島に抉じ開けられ、指の太さを覚えさせられながら、目の前にそそり立つ、こいつのペニスを握り込んだ。

　触った瞬間、射精してしまうんじゃないかと思うほどに硬く張り詰めている。苦しいだろってくらいに、パンパンになったそれを包み込んでやると、甘く重たい溜め息を吐き出した。

　大島が表情を歪ませて、それが俺の雄の部分を余計に煽る。ゴクリと喉が勝手に鳴り、手の動きが速まっていく。

「は、ぁっ、良史っ」

「ぁ、あぁぁっ、んあっ、指、はげしっ」

　大島は俺の手にペニスを押し付けるように腰振って、俺は中をぐちゃぐちゃにするこいつの指に縋って腰浮かせて。ベッドが微かに軋んでいる。

「あんたの指、やっぱ、すっげぇ、エロい。この指で絵の具、掻き混ぜてんだ……」

　大島のペニスを握り、扱く、俺の手をじっと眺めている。そして、唇を舌で湿らせて、顔を上げた。

「っ」

「指も、その顔も、すげぇスケベ」

「あぁぁぁっ！　んんっ、んくっ」

　俺の顔なんて見ないほうがいいだろ。萎えるだろ。

　でも、ペニスは俺の手の中で萎えるどころか、もっと大きくなり、そして熱そのもののように火照っていく。触っているこっちが汗ばむほどの熱い塊。

「あ、あぁ、ダメ、だ、だめ！」

「俺の指でイきながら、名前呼んで」

　指が容赦なく奥を抉った。乳首を強く、もげそうなほど摘まれ、抓られる。そして、首筋に痛みを感じた。こいつの唇がそこに痕を残す。

「大島っ、大島ぁぁっ、あぁぁぁぁっ」

「っつ」

　真っ白になった。何も周囲になくなって、ただ、浮遊感だけがある。

　荒い息遣い。本当に弾けたって言葉がぴったりなほど、派手に飛び散ったふたり分の熱。

「ぁ…………」

「イった後の、これ、締め付け、すごいね。イく時もすごいけど」

「あぁ」

　甘くてひどい啼き声だ。掠れてやがる。

　ズルリと体内から抜けていった大島の指は掌も全てびしょ濡れ。そしてその胸板にどっちのものなのかわからない精液が飛び散る。あぁ、それは俺もか。ひどい有様だ。

「良史、さん……つか、さっき、呼び捨てにしちゃった」

「んっ」

　甘い恋人同士のようなキス。

　なぁ、これって「自慰」なのか？　そうじゃねぇだろ。これはどう見たってセックスだ。

「良史っ」

「っ」

　俺は講師で、お前は生徒。二十以上も歳の離れた、男同士。親子にだってなりえるほどの差、距離がある。

「こ、こまでだっ！　大島っ」

　組み敷こうとするこいつの肩を強く押しのけた。突き飛ばす、跳ね除けるってほうが近い、冷たい逃れ方。

　は？　何、言ってんの？　そんな顔を大島がしてた。

「お前、何、してんだよ」

　ちゃんと見てみろよ。今の自分の姿、ひどいぞ。オッサンと自分ので腹も胸も汚して、そんなのダメだろ。俺は無理だ。

「何？　ここで急にビビった？」

「これ、オナニーじゃねぇだろ」

「……」

「お前、ならさ」

　ちゃんとしろ、俺。

「お前、ゲイじゃねぇんだから、ちゃんと女の子とこういうことはしろよ。そんな若いうちに男、しかもオッサンとなんてやったらもったいねぇだろうが」

　お前はノンケだ。そう自分でも言っていただろ。だから、ちゃんと真っ当な恋愛をしろ。別に性欲処理すんのに、こんなオッサン使う必要ない。これなら、風俗でねえちゃんに頼んだほうがよっぽど健全だ。汚すなよ、自分を。

「俺はもういいわ。すっきりした。オナニーは一回で充分です。酒入ってるしな」

　これが「自慰」だと言ったのはお前だろ？　俺は酒飲んでて、少々緩んでるんだ。だから、いつもの「自慰」よりもちょっと過激なやり方をしてみただけ。今回だけ。

「何？　足りない？　お前、まだ若いもんな。いいぜ、手、貸そうか？」

「……」

「すっきり、したいんだろ？　俺の指、気に入ってるんなら、ほら」

「いらねぇ」

　搾り出すような声だった。俺は聞こえないフリをして、目の前で今さっきイかせてやったばかりのペニスへ手を伸ばす。

「いらねぇ！」

　それをパシン！　と、大島が音を立てて払った。

「大島？　いいのか？」

　わざと怒らせた。嫌ってくれるように、クスッと笑ってやると、頬を赤くして睨んでくれる。

　乱暴にその辺にある布ならなんでもかまわないと、シーツで身体拭って、素早く服を着てくれる。

　そうだ。そのまま、何してんだ俺は、と思いながらこの部屋を出て行ってくれ。そして、もう俺のことは放っておいてくれ。

　世界一不味い、苦い食い物でも口にしたようなツラしてた。そのまま、無言で大島は立ち上がる。バタン！　扉が大きな音を立てて閉まった。

「……」

　俺は身体の奥に大島の指の感触を残し、濡れた身体のまま、しばらくベッドの上、大島が座っていた部分を眺めてから、閉ざされた扉へ視線を向ける。

　戻ってこないようにと願って扉を見つめていたのか、それとも戻ってきて欲しかったのか、あの男の指でぐちゃぐちゃに掻き混ぜられたせいで、もうよくわからなかった。









６　意味不明







　構内で絵を描くのはやめた。というよりも、最初からこうしてりゃよかったんだ。本当に、本気で拒絶したけりゃ、大島とふたりっきりになる場と時間を削除してしまえばいい。

　家でも絵は描ける。

　休憩時間は職員室にいればいいし、隠れる必要もない。それどころかずっと隠れることなくただ人前にいれば、話しかけてくることはできても「自慰」なんてくだらない戯れを大島はもうできない。

　そして離れれば気が付くはずだ。同性だということと共に、歳の差と、俺達が並んだ時の違和感を。いや、もう気がついたんだろ。何度か構内で会った。目も合った。だが、あいつは黙ったまま、無表情で何も言わないし、してこなかった。無視でも怒るでも、もちろん追い掛けるでもなく、ただ無表情。何もなかったかのように。

　俺は昼飯時も、休憩時間も大概職員室にいるようになった。

　カラカラと乾いた音を立てて、休憩時間、ひとりの講師が入ってきた。工芸科の新しい講師だ。女性で、しかも若い。それこそ、こっちのほうが大島の相手には相応しいだろ、なんて勝手に思っている。

「あの、入ったばかりで大変な最中だと思いますが、受け持っておられる工芸科の大島って生徒のことで」

　忙しいんだろう。俺が話しかけると、ほんの少しだけ眉を寄せたように見える。

　まだ慣れていない職場、けれど講義は詰め込まれている。しかも、今くらいから、受験組はそれに向けた対策も考慮した課題に取り組まないといけないわけだから、いっぱいいっぱいだろう。

「大島、あぁ、大島君ですか？」

　そんな多忙な彼女に、まさか大島とだけ言って、それが誰を示しているのかわかると思わなくて少し驚いた。すごいな。もうすでに自分が受け持っている生徒の名前を全て把握しているのか？　それとも、大島だけ？

　そこまで考えて胸の辺りにチクリと何かが刺さる。

　俺にしたようなことを、彼女にもしているんじゃないかと、そう思った。甘い声で囁いて、彼女の身体に手を回しながら、あぁ、やっぱり女のほうがいい、そう微笑んでいるのを思い浮かべ、またチクリと刺さる。

「大島君が何か？」

　言いかけてやめた。別にどうだっていいだろ。俺には関係のないことだ。油絵科に移動なんてできっこない。

「あの？　笹川先生？」

　話しかけたくせに急にだんまりな俺へ、彼女が不安そうな顔を向ける。自分の生徒が何かしでかしたんじゃないだろうかと、覗き込んでいる。

「大島君なら、すごく才能のある生徒ですよ。工芸作品も良いものを作ると思います。まだ、そうたくさんの作品を作ったわけじゃないですが」

　だから、彼女は一生懸命に筋の良い生徒だと俺に説明してくれた。他意なんて欠片もない。それなのに、彼女が大島を褒めれば褒めるほど、心の中が黒く淀んでいく。

　筋が良い？　セックスのか？　たしかに、そうだろうな。男である俺を、ノンケのくせにしっかりとその指先で溺れさせたんだからな。そんなひどいセクハラ発言ばかりが頭の中に浮かぶ。そのうち口走ってしまうんじゃないかと心配になるほど、俺は彼女に。

「でも今の子って、なんか意味がわからないっていうか」

　嫉妬していた。

「笹川先生のところにも、もしかして相談に行ってましたか？」

「……え？」

　まさか、本気で油絵科に移りたいのか？

　彼女はやれやれといった感じで、溜め息をひとつ吐き出した。

　油絵科に行きたいという相談は前の講師からの引き継ぎで彼女も知っていた。大島は自分の絵を前の担任のところへ持ち込んでいたらしい。その作品も見た。たしかに工芸の才能ならあるかもしれない。だが、絵の才能は全くといっていいほどなかった。たとえば、そこで絵のほうが実力を伸ばせるのであれば、その相談事は通っていたかもしれない。けれど、ここは予備校だ。行ける可能性がほぼない進路へあえて移ることに誰も良い顔はしない。

　そして、彼女は大島へどうしたいのか、今後の進路を改めて尋ねた。

「そしたら、もういいって。なんだったんでしょうね」

　理解出来ないと首を横に振っている。彼女だって美大を卒業して、こうして美術で飯を食っているひとりだ。才能のあるなしはわかるだろうし、作品を見て、それを制作した人間の技量だって測れる。つまり、大島に絵の才能はない。素質のある工芸を捨ててまで絵を学びたいといきなり思う、その思考が理解不能だと呆れている。

　なるほど、俺のことはもういいやってなったら油絵科に移る気も失せたってわけだ。いや、そういうよりも、若い女講師が工芸科に来たから、油絵なんてどうでもいいってことか。つまりは、生徒っていう立場で、講師といかがわしいことをしたいっていう、クソガキらしいことを考えてたってだけ。スリルが欲しかっただけなんだろ。拒否しても、笑いながら俺の言葉なんて無視して、何度も手を伸ばしてきたくせに。だから、あれ以来、大島は俺のところへやってこない。

　本当に、クソだな。生意気なウザったいガキだ。意味不明だ。わけがわからん。

　だが、もっとわけがわからないのは俺だ。今、俺は何に腹を立てているのだろう。なんで、そんなクソガキの行動に踊らされて、傷付いているんだろう。

　彼女は小さく溜め息をついていた。大島の作品を見たいのなら、工芸科の教室にひとつ置いてある、とだけ教えてくれた。




　別に見る必要なんてない。気にすることなんてない。

　でも、俺はあいつの作品をひとつも見たことがなかった。

　放課後、人もまばらになった構内をうろつくのは久し振りだ。大島を怒らせ、俺との関係を断ち切らせた日からずっと、放課後は職員室にこもっていたから。

　油絵科の講師がここにいても、別に不思議なことはない。何か用事があるんだろう、くらいにしか生徒は思わないのに、何か見透かされているんじゃないかと、緊張する。

　ただ、見るだけ。大島の作品をひとつくらい見てみようと、なんとなく、思っただけ。

『大島永久』

　名札があった。

　入学してすぐ、講師が生徒それぞれの癖や課題点を探るために作らせた作品が並べられている。これから、もっと工芸に関して多角度的に学んでいくことになるから、どの作品も荒削りだ。その中に、それはあった。針金を駆使して作った、掌サイズの作品。空間の捉え方、表現の仕方、そして自由な発想。たしかに才能を感じる。

「ちっせぇ……」

　なんだろう。もっとあいつのことだから、大胆でダイナミックなデカイ作品をイメージしていたのに。小さく可憐で可愛い作品だった。人は見かけによらないってやつなんだろうか。でも眺めているとあいつの顔がぼんやり浮かんできて、思わず笑ってしまう。

「そうだ」

　この前の研修旅行の時の作品も並べられているはずだ。

「あった……」

　壁に貼られた、お世辞にも上手いとは言えない絵。才能はそこにはない。この絵で、油絵科に移動しても大学進学は難しいだろう。

「こりゃ、先生も頭抱えるな」

　この絵をあの日、描いてたのか。風景をそのまま模写、したんだろうが、まぁ、そこら辺のクソガキが描いたものよりはマシかもしれないが、ただそのレベル。これじゃあ、科の移動なんて不可能だろう。拙い筆使いがおかしくて、つい、手が伸びた。

「いや、つか、もういいから」

　その時、ガラガラッ！　と、突然、教室の入り口が開く。と、同時に現れた人物に身体が固まった。

「おお、しま」

「……」

　向こうも予期していなかったんだろう。目を丸くして、そして、無言で話し途中だろうスマホをズボンのポケットに突っ込んだ。俺は数秒遅れてから、大島のスケッチへと伸ばした手を下ろしたけれど、本人は俺が何をしにここへ来たのか察知し、クスッと苦笑いを零した。

「なに？　なんで、油絵科の先生がここにいるの？」

　ふたりっきりの教室で先生と呼ばれる。誘うようなセクシャルなものじゃなく、それどころか突き放したように冷たい口調で。

「あぁ、下手くそでしょ」

「……お前、どうして、工芸からこっちに移りたいなんて、良い作品じゃないか」

　一瞬、何を言われているのかわからなかったのか、大島は首を傾げかけてから、「あぁ」と気がつき、背後にある掌に乗るほどの自分の作品へ視線を向けた。見たんだ、と呟きながら、とてもつまらなそうな顔をしている。

「それより、何？　なんで、ここに？　あっ、もしかして、オナニー？」

「！」

　改めて、こうして聞くと教室には不似合いな言葉だ。それを当たり前のことのように大きな声で言われてしまうと、罪悪感が汗になってじわりと手を湿らせる。

「そうじゃないだろ。俺はお前がどうして油絵科に来たいなんて思ったのかを」

「そんなん、あんたには関係ないだろ」

「は？」

「オナニーの道具が考えてることなんて、あんたには関係ないだろって言ったんだ」

「おいっ！」

　遮った俺をキッと大島が鋭く睨む。俺に諭すことなんてできるわけがない。生徒と一度だけじゃなく、何度もあんなことをした俺に何か倫理的なことを言えるわけがない。けれど、あまりに自分を卑下する大島の言葉は聞いていられなかった。

「別に関係ないだろ。ほら、いいよ、オナニー手伝うよ」

「ふざけるな！　そういう話をしてんじゃねぇだろうが！」

「そういう話だろ！　セックスは拒否るじゃねぇか！」

「っ」

　できないだろうが。年上の男として、そんなの無理に決まってるだろうが。

「言っただろ。お前はまだ若いんだから」

「聞きたくないね。あんたと話すことなんてない。どうせ、俺の言葉だって、聞かないだろ」

「そりゃ……そりゃ、そうだろう！　お前、何しにここへ来たんだよ！　美大に行くためじゃないのか？　なら、真面目に勉強しろよ！　工芸科に入ったのは工芸したかったんだろ？　なのに、なんで油絵に移りたいんだよ！　意味不明だろうが！　ちゃんと美術っ」

　バァァンッ！　と、壁が壊れるかと思うほど、大島の拳が叩いた。聞きたくない、言わせないと空間ごとぶち壊す。

「おいっ！　お前、美術する手を」

　大島が初めて見せた、歳相応の苛立ちだった。

「あんたにとって俺の手はオナニーの道具でしかねぇだろうが！」

「そんなわけないだろっ！」

　あんなことを仕掛けてきたのはお前だ。大島が「自慰」とあの行為に名前を付けたんだろ。なんで、俺が責められなきゃいけない？　なんで、俺が、心臓が潰れそうなほど傷付かなくちゃいけない？

「わかってなんてもらえないだろ」

　なんで、そんな吐き捨てるように言われて、俺が、こんなに。

「おおーい、大島っ！　電話、勝手に切るなよ！　話、終わって……って、あれ？　先生？」

　飛び込んで来た別の生徒は俺を見つけて、ヤバいって顔をした。取り込み中って気配がプンプンしていたんだろう。でも、大島は何もなかったように笑顔を作り、その生徒のほうへと歩いていく。

　引き留めたい自分がいた。

　なんのために？　何を話したい？　別に何も話すことなんてないだろう？　俺は大島とセックスしない。講師として、そんなことはできない。そのために距離をとった。そして、大島はそれを受け入れて、もう関係ないだろと切ってくれている。油絵科に移りたいなんて戯言も、もう言っていない。何か問題でも？

「さようなら、笹川先生」

　何も、問題なんてないだろ。これで、全て解決だ。

「あ、あぁ」

　これで、全て。




　それから数日後だった。

「……なんで？」

　大島が俺の引き出しに一枚、手のデッサンを残して、この学校を辞めたのは。








７　一輪の薔薇







　真っ白になった。

　大島が退学したと知った瞬間、視界が自分を残して真っ白に変わった。そんなことが本当にあるんだと、どこか冷静に感心してしまうほど、現実として受け入れられなかった。信じられなかった。愕然としながら、現工芸科の担任がする話を上の空で聞き、ぺたんと自分のデスクにつく。

　そして、引き出しを開けた瞬間、泣いてしまいそうだった。宛名もない。手をモデルにした一枚のデッサン。

　誰の手かもわからない。けれど、何かに触れようとそっと伸びた手、指先、それは俺のだ。わかるんだ。俺の手を大島がデッサンして、そして置き手紙のように残していった。

――あんたの指ってさ、すげぇ、やらしい。

　そう言われた、俺の手。指。

――俺、油絵科の奴に聞いたんだ。あんたって指で描くんでしょ？

　そう囁かれた。

　大島がそんな俺の指先を絵にした。

　すげぇ、下手くそ。基礎も出来ていないし、バランス悪いし、陰影の付け方もなってない。でも、俺の手をしっかり見ていたと、その絵を見ればわかる。線一本一本丁寧に描いたんだと、ちゃんとわかる。

　絵は、線は嘘をつかない。どうしてそのことに俺は気が付かなかったんだ。講師としてじゃない、それ以前、美術に携わる人間として失格だ。生徒の絵を評価する資格なんてない。

　大島が研修旅行の時に描いたスケッチのことだって、俺はちっとも見ていなかった。たしかにあの絵に美大で油絵を学べるほどの才能はないけれど、俺に会いたいと線が走っていた。慌てていて、早く描き上げなければと急いでいた。雑とも違う。何かを急いている線。

　俺を、想ってくれていた。好きだという気持ちが、そのスケッチには込められていた。

　気が付いた時には何かもが遅かった。ただ、真っ白な頭にポツンとあいつの顔が浮かんだが、それはとても小さくて、表情を確認できなかった。




　四十を過ぎたら、もう時間なってあっという間に流れるもんなんだと、つくづく感じてる。

　大島が退学してから、一年なんて、本当に一瞬で過ぎたような気がする。あまりにも時間だけが早送りで、あの指先に掻き混ぜられた感触のみが鮮明に残っていた。昨日と錯覚できるほど、大島の指先を覚えていた。

　長年付き合っていた男とした数え切れないセックスよりも、あの、一度の指先が俺の中に残っている。

　寂しいとも、悲しいとも違っていた。空白、なんだろうか。それを埋める方法がこの歳になってもわからないまま、絵を描き続けている。家でも学校でも絵を描いて、大島の拙い線を追い掛けた。気が付いたら、煙草なんて忘れていて、そういや吸ってねぇなぁ、なんて、ある日思い出した程度。指は煙草じゃなく、ずっと絵の具を掻き混ぜていた。

　秋、予備校の受験組は本腰を入れて志望大学への対策を始める時期。だから参考として、卒業生から、有志だが作品を提出してもらっていた。「お前らの行きたい大学で学んでいる先輩方の作品だぞ」という意味を込めて。

「お久し振りです。笹川先生」

　まだ名札もつけられていない作品がポツンと教室に置かれていて、なんだろうと、眺めていた時、背後から声をかけられた。

「……綾瀬の作品だったのか、これ」

　今日、本人が持ち込んだんだろう。

「えぇ、卒業生の絵をって言われたので。どうですか？　僕の絵」

「……寂しそうな絵だ」

　色の選び方、表現の仕方、技法じゃなく、その絵の中でこちらへ横顔を見せている人物の笑顔が寂しそうだった。涙も、何もないけれど、悲しい顔をしている。

「そうかな、僕、祝いってタイトルにしたんですけど」

「……そうか」

　だから、こんなに華やかな背景なのか。

「森田さんに子どもが生まれたんです」

「……」

「そしたら、女のことは愛せなくても、子どもは溺愛、なんでしょうねぇ。僕なんて……」

　愛人は所詮愛人だった。どこまでいっても、自分は一番になれない。一番愛されることはない。

「そっか、子どもできたんか、あいつ」

　知らなかったのか？　と、綾瀬は驚いていたが、俺と森田はもう完全に終わっていて、他人と同じだ。もとから、わざわざ「家族が増えました」なんて年賀状のやりとりをするような間柄じゃなかった。

「あいつはそういう男だよ」

　利己的で、自分のことが一番可愛かった。自分に役立つことなら、得になることならなんでもした。好きも嫌いもなく、仕事で必要だからと興味もない美大に四年間通える。そして、歳がきたからってだけで、感情抜きにして結婚できる。でも、そう考えたら、きっと綾瀬はそんな利己的な森田にとって必要不可欠な存在だったんだよ。身体だけだったかもしれないし、色々クソみたいな理由がくっついてくるかもしれないが、それでもたしかにお前は森田に求められていた。バレたら離婚だってありえるなかで、それでもずっと付き合っていたんだから。そして、気が付いたんだろ。我が子を抱いた瞬間、他者への愛情とかをさ。

「もっと、楽しい絵を描けるようになるといいな」

「……」

「ま、卒業生に今後の課題出してもしょうがねぇけどな」

「笹川先生は？　楽しい絵、描いてるんですか？」

　変なふたりだな。どっちも森田に捨てられた男か。

「そうだなぁ、まぁ、こっちは仕事だからな」

「なんかズルい逃げ方ですね」

「……大人だからな。お前はまだまだだろ。もっと楽しいこといっぱいしろよ。愛人なんて、つまんねぇだろ。こそこそしてて」

　おかしなもんだ。森田が俺を捨てて、こいつに走った時、お前だっていつかは捨てられるんだと、そん時は笑ってやる、なんて思っていたのにな。

「好きな人のことを思いながら描いて、それが幸せそうな絵だと言われるようになれ」

「……」

「あ、でも生徒には、ここの光の表現方法、説明してやってくれ。じゃあな」

　大島が残していった二枚の絵、それは俺にとって何よりもたしかな恋文だった。俺を想って描かれていると、見る度にあいつの感情が溢れてきて、胸んとこを掻き毟りたくなる。だから、俺は描いて、描いて、もう届かない返事を、線に、色に込めて綴っている。

　元生徒なんだ。住所を調べれば、あいつに会うことはできるだろう。だが、あいつがもしも新しい一歩を踏み出していたら？　俺は躊躇うでも、怖気づくでもなく、好きな男の将来を邪魔したくないと、思えたんだ。森田に捨てられ、あいつの将来を苦々しく思っていた俺が、今、大島の幸せな未来を願える人間になれた。あいつのくれた恋文が俺を変えてくれた。捨てられたと嘆く俺はもういない。

「あっ！　いたいた！　笹川先生！」

　廊下を出てすぐ、用務員が俺を呼び止めた。振り返ると小さな箱を胸に抱えて走ってくる。

「あの、これが笹川先生宛に届いたんですが」

「？」

　小さな正方形の箱。

「どうします？　なんかのイタズラですかねぇ。軽いんですよ。絵とかじゃないだろうし」

　学校へ届け物を依頼した覚えはない。授業で使えそうな資料なんかじゃないし、一体、と思いながら、たしかに軽いその箱を手にし、ひっくり返した瞬間、時間が止まった。

「笹川先生？」

　そこには大島飴細工店と書かれている。

「どうします？　処分しますか？」

「あっいえっ、いいえ！　大丈夫です。ありがとうございます」

　慌てて、それを抱え、職員室へと駆け込んだ。もう人もまばらになってきてはいるが、音を立てながら飛び込んで来た俺はきっと目立っていただろう。でも目に入らない。今、俺の腕の中にあるものしか、感じられない。

　包装紙をほどく指先が震えていた。素っ気ない無地の紙に包まれていた箱、ダンボールの蓋が上手く開けられなくて、なんどか爪でひっかけて、ようやく開いた中には。

「……」

　小さな、薔薇の飴細工がひとつ入っていた。

　大島からの贈り物。紅色の薔薇が一輪、そこにあった。
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　それだけを抱えて、ジャケットだけを自分の机から奪うように手に持ち、走りながら、何度も何度も箱の中身を覗き、壊れていないことを確認する。薔薇は繊細な細い茎で支えられているから、いつかポキッと折れてしまうんじゃないかって、でも、早く行きたくて、もどかしさが胸に募っていく。

　大通りに出て、タクシーを拾えるまで待てなくて、足が今にも走り出しそうになった。ようやくタクシーがつかまり、大島飴細工と書かれた下にある住所を告げたが、声が笑ってしまうくらいに震えていた。

　大島が俺に送ってくれた小さな薔薇に、タクシーの中ですでに想いが溢れそうになる。色々な想いが混ざって、どんどんと胸の内からこみ上げてきて、箱を抱える指先が震えていた。

　到着したのは下町の小さな店だった。一見の客にはとても入れそうもない雰囲気の飴屋。

「店、閉めてんのかよ……」

　暖簾が中に入っている。どこに玄関があるのかもわからない。チャイムなんてものも見当たらないし、中を失礼にも覗かせてもらったが、人の気配もなさそうだ。

　ガシャンガシャン

　ノックをしてみると、ガラス戸の木製の縁が思いのほか大きな音を立てるもんだから驚いてしまった。けれど、その大きな音に中の人間が気付いてくれた。

『はぁい、今、ちょっ……と……』

　ガラス越しのくぐもった声。暖簾をよけて来客に店を開けようとした男が俺を見て目を丸くした。大島だった。

　カラカラカラ、と乾いた音を立てて、戸が開き、中からふわりと甘い匂いが溢れ出す。

「あの……」

　先に口を開いたのは俺だが、何をどう、どこから話せばいいのかわからず、言葉に詰まってしまった。

「中、どうぞ」

　そんな俺の腕の中にある箱をチラッとだけ伺った後、大島が無愛想な顔をして中へと案内してくれる。

「あの、ここって」

「俺の実家」

　店の中は大島ひとりしかいないようだった。

　一年でこんなに変わるもんなのか。シャープになった顎のライン。少し伸びた髪。たったそれだけで、こんなに心臓が止まりそうなほど精悍な青年の顔つきに変わるんだろうか。

「古くさい飴細工屋でしょ」

「あの、これ、大島が？」

「あぁ……そう、俺の力作、初めて、なんか納得がいくのできたから見てもらいたかったんだ、先生に」

　工芸科の作品と同じくらいの大きさかもしれない。本人の感じからすると不似合な作品だなって思ったけれど、そうじゃないかもな。今の大島の姿に、この薔薇は違和感なく馴染む。ハッとするほどの赤なのに、とても可愛らしくて、繊細で、そして触れてどんななのか確かめたくなる。

「あの日、先生に初めて会った日、親父と大喧嘩したんだ。進路のことで」

「……」

　どうせ、店を継ぎたくなくて、それで美大の予備校なんて行こうとしているんだろうと、今更って頃にぼやかれてムカついた。図星だったから。

「店、潰れちまえって何度も思った」

　こんな小さな、古くて、ダサくて、儲かりもしない店。甘い匂いは四六時中している気がして、いやで、いやで仕方がなかった。大嫌いだった。店を継ぐと頭っから決めてかかる親にもうんざりしていた。

「そんな時にさ、先生に怒鳴りつけられたんだ」

「……」

「あぁ、この人、すげぇ、いやなことがあったんだろうなぁって思った。親からやりたくもないことを押し付けられるより、もっといやなこと。誰にでもいいから八つ当たりしたくなるようなこと。そんなことってあんのかなって」

　知らないオッサンに怒鳴られたことへの怒りよりも疑問が沸き起こった。そして、その疑問はいつしか興味へと変わった。

「そこまで傷付いてみたら、どんななんだろうって。そんなことを体験したら、このクソつまんない親との口論なんて、どうでもよくなるのかなって」

　当時を思い出したのか、ふわりと笑った。

「でさ、その時、緑色に染まった細長い指が目に飛び込んで来た。すげぇ綺麗だった。煙草を持っててさ、もったいないなぁって思ったんだ。煙草じゃなくて、花、その飴細工になってる薔薇の花みたいなのがよく似合う、綺麗な指先だなって、見惚れてた」

　そういや、あの時、ずっと俺の指先ばかりを見つめていたっけ。その視線に居た堪れなくなったんだ。

　そして予備校で再会できた。

「最初はただの興味、でも、ふとさ、ふと、思ったんだよ」

　こんな、煙草咥えて余裕あるオッサンが、泣き崩れるのを堪えながらも、周囲に当り散らしたくなるくらい、俺を想ってくれたらってさ。煙草よりも、俺に、その指先で触れてくれないかなって。

「すごくない？　先生がゲイとかそんなん知りもしないで、単純にそう思ったんだ。ただのオッサン相手に。でも……夢中になってよって思う俺が夢中になってた。ガキだからさ、変な理由しか思い浮かばなくて、オナニー手伝うとか、今、冷静に考えると死にそうに恥ずかしい。貴方のそばにいきたいから科を移りたいとかもさ、まるでガキ。呆れるでしょ」

　くしゃりと前髪を乱し、苦笑いを浮かべている。

「貴方の指先が絵を描くところを見たくて仕方がなかったんだ。いっつも、夢中でさ、あんましっかり見てなかったから」

　ようやく会えた。ずっと会いたかった。

「し……」

　俺は緊張しているのか。声がひっくり返りそうになってしまう。

「死にそうって、死んでないだろ。死にかけてる時に言え……たとえば、そこの道路に飛び出すとか、十階以上のマンションの屋上で崖っぷちに立ってから言えよ。えっと……」

「こんなコンビニで、死にそうもないところで軽々と、死にたい、なんて、口にすんじゃねぇ！　だよ」

「よく、覚えてたな」

　衝撃的だったからね、と呟かれて、今度はこっちが苦笑いだ。

「どう？　先生」

「え？」

「俺の作品。けっこう難しいんだぜ？　それ。美大、行けそう？」

　作品はその人の欠片だ。その製作者の想いが、心がちゃんと入り込んでいる。綾瀬の絵が寂しかったように。大島の写生絵がとても慌てていたように、デッサンの線が愛しげに描かれていたように。

「なぁ、大島」

　骨っぽくなった顎のラインにそそられる。

「も、お前、生徒じゃねぇだろ」

　物憂げな眼差しは覗き込んで、そこに込められた想いを確かめたくなる。だから、お願いだ。

「先生じゃなくて、良史って呼んでくれよ」

　良史って、あの時みたいに。その指先で俺の全部を掻き乱したみたいに。

「それ、食べて、良史」

　大島と会わなくなって一年とちょっと、そのあいだにグンと男になっていた。この歳くらいだと、俺の一年とは意味合いが全く違う。こいつにとっての時間は四十すぎた俺の時間よりももっと、一分一秒色濃く、そして、どんなものだって描きこめるほど、白く綺麗だろう。

「食えねぇよ、もったいなくて」

「飴だよ？　食わないほうがもったいない」

　不釣合いだろうな。そんなのは自分が一番よくわかっている。だからこそ、あの時、セックスしなかったんだから。でもさ。

「あんたを想って、作ったんだ。あんたの舌の上で溶けたら、きっと甘いだろうなって思いながら、薄い花弁を何枚も重ねた。あんたに食って欲しかった」

　作品は製作者の欠片。そして、その想いがちゃんと詰まっている。

「大島……あの、と……」

「？」

　死にそうだ。

「永久」

　死にそうに緊張するから、そんな顔でこっちを見ないでくれ。そんな、世界一、幸せそうな顔で。

「永久、お前が、食わしてくれよ。永久が作ったものを、永久の手で食いたい」

　そんな顔されたら、こっちまで嬉しくなって、飴食う前にこっちが溶けちまう。

「舌、出して、良史」

「……ん」

　なぁ、知ってるか？　口ん中って急所なんだと。だから、こうして、口開けて、舌出してるって、かなり色々恥ずかしいぞ。パリッと音がして、永久の長い指が花弁の一枚を俺の舌へ乗っけた。

「どう？」

　甘く、薄いそれは一瞬だけ舌に張り付いたけれど、あっという間に溶けてしまう。溶けて、舌には永久の指が直に乗る。

「ン、ん」

　粘膜を爪の先で撫でて、くすぐり、唇をなぞってから離れる。

「も、永久、もっと」

「もっと？」

　また、パリッと音がして、舌には甘みと、そして、永久の指先。それは永久の指先自体が甘いような錯覚を起こさせた。

「ン、美味い、永久の、甘くて」

　気が付けば、餌付けをされた雛鳥のように、長い指にしゃぶりついている。

「ん、んんっ、ンく」

　大胆に口開けて、舐めて、粘膜で扱いて、また、口を開いたら、今度は永久の舌が侵入してきた。年下の男の首にしがみついて、奥まで迎えて、唾液が溢れようがかまわず喉を鳴らしてキスに溺れる。

「ホントだ。すげぇ、甘い、良史の口ん中、砂糖でできてるみてぇ」

　クスッと笑った永久に、心がふわりと着地した。

「お前が、好きだ。永久」

「……」

「こんなオッサンでも、抱いてくれるか？」

　永久から好きと言われた時、俺には受け入れられなかった。答えてやらなかった。でも、今なら答えられる。この飴細工、写生絵、手のデッサン、その全部が叫ぶように、何度も何度も、どの部分を切り取ったって、俺を好きだって言っている。今、一年分、歳をくった永久は「好き」という言葉以外で同じ想いをぶつけてくれる。きっと、永久は俺の指が絵の具べったりでもイヤな顔をしない。綺麗だと微笑んで、俺はそんな永久に照れるだろう。

「永久、俺を抱いて、欲しい」

　今、俺を真っ直ぐに見つめる涙を浮かべた瞳が、渾身の力を込めて、俺を好きだと叫んでくれるから、もう、それだけで充分伝わる。そして、俺も一年かけて、受け止められるようになったんだ。




「あっはぁっ、ぁ」

　永久の部屋も甘い匂いがしていた。いや、どうだろう。花弁の欠けた、薔薇の飴細工から漂うのかもしれない。

「ン、永久っ、永久」

　キスして、服の上から身体をまさぐられただけで身体が熱くなっていく。汗ばんで、そして、湿っていく。舌をしゃぶり合うと、もう溶けきったはずの飴の甘さを感じた。それが独特の甘さで、病み付きになってしまったのか、キスをやめたくない。ずっとこうして永久の唇を犯していたい。

「あぁぁっ」

「やっぱ、乳首は敏感だね」

　服の上からなのに、キュッと抓られたら、背中が反り返るほどの快感が走り抜けた。

「それ、ちげぇ、からなっ」

「？」

「お前の指のせい、だっ」

　男に抱かれ慣れてるからなんかじゃない。お前の指だから、こんなに追い詰められる。それは、つまり、いつから、俺はお前のことを思ってたんだろうな。ホント、自制とか全くできない、だらしのない大人だ。

「じゃあ、ここは？」

「あぁぁ、ちょ、永久っ」

「すげぇ、びしょ濡れ」

　あっという間に剥かれた身体。披露できるほど綺麗なもんじゃないだろうが、それでも、永久は羞恥に煽られる俺を見て、幸せそうに微笑んでいる。

「やっぱ、カウパー、ハンパじゃないね」

　さすがに恥ずかしい。もういい歳したオッサンが愛撫に煽られまくって、扱いてくれる手を濡らしてしまうほど感じてるなんて。

「あ、あ、あ、永久」

「っ」

　だから、俺も永久の身体をまさぐった。ひとりで裸じゃ恥ずかしいから、永久のシャツも肌蹴させて、何度もキスを繰り返す。大胆に広げた脚の間に招いて、ぬちゅくちゅと鈴口から透明な雫を溢れさせる永久のを扱く。

　はぁ、はぁ、と男ふたり分の興奮した息づかいが部屋を満たす。切羽詰まった永久の顔がすぐそこにあって、キスをしようと首を傾げ、あまりにも自然に欲しがる自分に、このタイミングでつい笑ってしまった。

「良史？」

　普通笑わねぇだろ。何か自分が変だったのだろうかと、永久は眉を寄せて心配そうに表情を曇らせてしまう。

「ちげぇよ、そうじゃねぇ」

　研修旅行の時とは居る場所も、関係も違う。やってる行為は一緒なのに、これは「自慰」のし合いなんかじゃなく、たしかにセックスだ。

「お前の手で、してもらうの、すげぇ、気持ちイイなぁって思ったんだよ」

「何、それ、大人の余裕？」

　んなもんあるか。こんなびしょ濡れにされて、そんな余裕、欠片もねぇよ。

「そっちこそ、余裕の顔して、大人っぽくなりやがって」

「クソガキ扱いされたくないからね」

　歯がぶつかり合うほど、不恰好なキスを貪って、両手で永久のペニスを愛撫する。ガバリと開いた脚の間では永久の手が俺を追い立て煽ってくる。

「あ、あ、あぁっ」

「良史」

　気持ち良さそうに顔をしかめ、必死に暴れ出す本能を押さえ込む。眉をしかめた永久が何度も唇を啄ばみ、誘おうと太腿の内側を掌で撫でてくる。それがのぼせてしまうほど気持ち良かった。脚の付け根まで来たかと思ったのに、サッと素早く逃げてしまう。その奥でヒクつく身体を知ってるくせに。

「と、わっ」

　切なげに名前を呼んだら、ゾクッとするほど永久の目がギラついた。指が俺を抉じ開けようとそこに触れる。

「あ……指、ぁ……」

「きつ……」

「そりゃ、そ、うだろ」

　誰も、そこに入ることを許してない。お前の指に愛された後、誰も。

　メリメリと裂かれるような感覚に脳内で星が点滅した。背中を反らせて、悲鳴にも似た声を上げると、永久がいったん抜こうと指を引きかけるから、その手を掴み、自ら奥へと招いた。

「いい、から、奥まで解せよ」

「でも」

「永久の指なら覚えてる」

　ずっと、ずっと、お前のことばかりを考えていた。永久の指先で煽れた時の快感、熱、求められることの心地良さ。だから、この身体は拒否しない。

「あ……ぁ」

　ズルリとゆっくり抜けていく。

「あぁっ」

　そして中へじわりと戻り、さっきよりも深い所まで侵入していく。

　指の動きに翻弄されてしまう。こんな恥ずかしいところを、こんな年下に見られている。組み敷かれて、身体の一番奥まで晒して、男なのに変な声を上げて悦がってしまう。

　なんでもいい。とにかく何かを握っていないとおかしくなる。そう思って、手に触れたシーツをかまわず握り締めていた。飲み込まれる快楽の渦、そのギリギリでまだ理性の糸が一本残っていて、それに縋っている。

「ずっと」

「……ぇ？」

「ずっと、この仕事が嫌いだった」

「……」

「飴にどんな細工を施したって、どうせ、一瞬見て、綺麗だねって言ったその口で、その飴全部食っちまうだろうがって。そんなすぐに消えてなくなるもんに価値があんのかって思った。だから、どんなに綺麗な細工の飴作ったって儲からないって」

　永久がクスッと、口元でだけ笑う。その瞳は俺へ送ってくれた薔薇の飴を見て、それから俺を見つめる。

「でも、これができたらさ、あんたが口にした時、どんな顔するかなぁって思ったんだ。笑ってくれるかなって、甘い飴なのに、本当に本物の薔薇みたい、綺麗、って笑ってくれたらなって」

　俺は快楽で痺れる手を伸ばし、その飴を、一輪の薔薇を手に持ち、花弁を一枚だけ丁寧に手折る。

「自分の作った飴で喜ぶ人がいたら、嬉しいって思ったんだ」

　人が作り出したモノは、その人の欠片だ。

「この飴細工はあんたの笑顔を思って作った」

　想いを、気持ちを、指先で、身体を使って、紡ぐ。出来上がった物に込めた想いがニセモノなら、その欠片も偽物になる。

　なぁ、お前が作った薔薇はまるで本物だ。少なくとも俺にはそう見える。俺を想って作った飴は本物の薔薇だ。

「永久」

「？」

「俺の声、おかしくないか？」

「は？　そんなわけないじゃん」

　指先の薔薇を永久の唇に乗せて、そして、俺から口付ける。

　裸は？　萎えないか？　こんなオッサンとセックスしていいのか？　お前なら、可愛い女の子といくらだってできるだろうに。

「俺でいいのか？」

「何？　また、逃げる？」

　違う。これは最終確認だ。

　お前が思っているほど、俺は大人じゃない。男に振られてクソガキに八つ当たりをするような、人間のできていない奴だ。そんなのとセックスしてみろ。今、この状態でこんなんだぞ？　あとで、めちゃくちゃ俺に追い掛けられたって知らねぇぞ。

「俺でいいなら。こんなオッサンが声我慢しなくていいなら」

　今度は口付けじゃない。舌捻じ込んで、永久の口腔をたっぷり犯して、唾液が溢れるくらいに舌を絡ませる。そして、苦しくてもかまわずに自分から腰くねらせて、奥まで抉じ開けている指を使って粘膜を解す。

「グチャグチャにしてくれ。永久のこの、綺麗で甘い薔薇を作った、この指で、奥まで掻き混ぜて」

　くちゅりと、息を飲むほど卑猥な音がした。




　淫らな音とあられもない嬌声。

「あぁぁっ、あ、奥っン、ぁ、あぁぁぁ」

　四つん這いになった俺は脚広げて尻たぶを高く掲げながら、甘い飴の香りに混じる永久の匂いに埋もれたくて、シーツに顔を擦り付けて喘いでいる。

「すげぇ、中、トロットロ、良史さんの、こんなに濡れて、柔らかいっけ？」

「なっ、ぁ、誰と比べて、んだっ」

　グリッと前立腺を押し潰されたかと思ったら、中を指がバラバラに刺激して、また、鈴口からタラリと気持ち良さそうな液が垂れる。

「違うよ。最後ん時、ここ解したけど、もっと狭かった。逆にあんたは？　そっちこそ」

「してねぇよっ！　こんなオッサン、抱きたい物好きはお前、くらっ、あぁぁあっ」

　派手な蜜音を立てながら奥を掻き混ぜられた。

　遠慮せずに喘いだら、永久は俺の喘ぎ声に引くどころか雄の顔して、指で激しく攻め立ててくる。

「あ、あ、永久、もぉ……」

「なんて、顔してんだ、あんた」

「え？　変？　だったか？」

「すげぇ、見てるだけで興奮する、エロい顔」

　もしも、俺がそんな顔してんだとしたら、それはお前のせいだろ。だって、ここはお前のベッドだ。

「永久のベッド、ここでお前が寝てんだなぁとか思ったら、なんか、な」

「は？　ちょ」

「んっ」

　自ら腰を引いて、指を抜く。あの、永久の指がヌラヌラと濡れて光っているを見て、ゴクッと喉が鳴ってしまった。今、この身体の中が疼くぐらい蕩けているのはあの指にたんまりと犯されたから。そして、今度は指じゃない。永久をここで――

「永久」

「？」

「ちゃんと、抱いてくれ。ここにお前の、早く奥まで埋め込んでくれ」

　向かい合ってセックスしたかった。顔見て、俺の裸を、びしょ濡れのペニスも、快楽に溺れて理性を手放した男の顔も全部をちゃんと見て欲しかった。

　脚を広げて孔の口を自分の指で広げ、はしたなく誘う。こんな姿を見ても、平気なのか？　っていう、自虐に近い試し方。

「この太くて硬い、永久のでたっぷり愛してくれ」

「あんたね……知らないからな」

　でも永久はそれに男の笑みを浮かべて圧し掛かってくれる。

「あぁ……」

　亀頭がクプリと孔を押し広げる。俺の中に永久が来る。その存在が入り口を拡げて、切先で抉じ開けていくことに胸が躍る。この身体にこの男が埋め込まれていく。

「あ、奥まで……」

　優しい男。俺をいたわり、ゆっくりと痛みのないよう挿入してくれる。ものすごい切羽詰まった、欲望に追い詰められた顔してんのに、それでも急がず、舐めるように粘膜の中を突き進む。

　根元まで入ったら、そこでひと呼吸置いてくれる。そんなに我慢しなくてもいいのにと、笑ってしまいそうになるほど大事にされて、それがとてもこそばゆい。愛されていると思える。勘違いでも錯覚でもなく、向けられる愛情がたしかに本物だと、あの飴細工が信じさせてくれる。

「へ、いき、動いて」

「っ」

　きゅっと締め付けた。息を詰めた永久を抱き締めて、自分からも腰を擦り寄せる。

「永久にめちゃくちゃにされたいんだよ、ずっと、一年もずっと、そうされたかった」

　その告白に永久の目が光った。欲情に濡れて、ユラリと青白い炎さえ瞳の奥に宿す。

「あ、ああ、ぁっ、ン、ぁっ！」

　律動がだんだんと早くなる。そしてそれにつられて、自分の上げる声もリズムが早まり、永久に突き上げられているのが実感できた。もう、よくわからない。頭も身体もぐちゃぐちゃだ。擦り上げられて、奥までグンと押し込まれて、身体の奥から溶けていってる気がした。

「あぁぁ、あっ！」

　ガツガツと腰を打ちつけながら、男の顔をしていた。荒い息を吐きながら、指が食い込むほど俺の腰を掴んで、貫かれる衝撃に持ち上がりかける身体を捕まえてくれる。それが胸を締め付けられるくらいに嬉しかった。

「あっんんんっ」

　奥までペニスでぐちゅりと掻き混ぜられながら、指先で乳首を抓られ、粘膜がペニスに縋ってしゃぶり付く。過ぎた快楽は永久も追い込んで、ふたりして、熱に浮かされたように貪り合ってしまう。

「あ、あ、乳首、も、と、強くっ」

「痛いの、好き？」

　痛くない。お前がくれるものは全て痛覚じゃなく快楽に変わる。永久の指先だからだ。他じゃ、きっと、ただの痛みだけ。別れは別れにしかならない。お前が消えて、真っ白になった俺はその白を空虚じゃなく、白紙と捉えた。そこからずっと、ずっと、お前への想いを形にし続けて、今、ここにいる。

「お前のくれるもんだったら、なんでも好きだよ」

「っ」

「あぁぁぁっ、お前っ」

　更に凶暴になったペニスに奥まで一刺しされた。深く深く、抉るように永久が俺の中を犯して、満たしていく。

「いいんでしょ？　遠慮、しなくて」

「あ、ンンっ、あぁっ！」

　ぐちゅずちゅ、と奥まで掻き乱される。快楽がものすごい高温の熱になって俺を飲み込んで、息が苦しくなるほど溺れていく。

「永久っ！」

　でも、俺はシーツじゃなく永久の首に抱きついた。縋るのなら、この男に。どんなに惨めになろうが、ひどい有様だろうが、きっと、この男はそんなふうに乱れた俺にさえ喜ぶから。

「良史、さんっ」

「い、らねぇっ」

「え？」

「さん、いらねぇ」

　言葉がちゃんと言えないほど、攻められながらもそう必死に答えた。歳関係なく俺はお前に愛してもらいたいから、そんな呼び方にこだわるなんて小さいことかもしれないが、それでも、俺はお前に良史と呼ばれたい。

「永久、中でイって、俺もっ」

「っ」

　掻き混ざる音が激しくなる。ぶつかり合って、絡まり合って、ぐちゅぐちゅと、色が交じり合い、それはきっと、白になる。

　互いの名前を呼び合って、抱き締めて、キスして、奥の奥で繋がった。

「あ、あ、あ、イくっ！　永久っも」

「中でイく、よ」

　自慰なんかじゃ到底生まれない熱にふたり同時に達していた。

「ハァ、ハ、ァッんん」

　ドクドクと中で弾ける永久の白。それは溢れるほどで、脈打つ感じが粘膜から直に自分へ伝わり、永久の存在をたしかにした。ひとつになるというよりも、ふたつのものが限りなく近くなり、溶けるギリギリのところで混ざり合う。

「やっぱ、お前、若いなぁ、元気いっぱい」

「……」

「すげぇ……ン、んく」

　言葉を遮るようにキスで唇を塞がれる。舌で口腔をまさぐられると、中にまだいる永久を粘膜が気持ち良さそうに刺激してしまう。

「そうやって、年上ぶられるのやなんだけど」

　だって、仕方がねぇだろ。実際、年上なんだし。年上っていうよりもオッサンなんだから。

「じゃあ、素直になってもいいのかよ」

　年上ぶらずに、思ったままを歳も気にせず口にして。きっと気色悪いぞ。

「ぜひ」

　呆れるほど真っ直ぐに俺へ想いをぶつけてくれる。

「すげぇ、気持ち良かった。抱いてくれて嬉しかった。永久とずっとセックスしたかった」

　オッサンに言われたって嬉しかないだろ。

「お前が好きだから、こうしていられて幸せだ」

「ちょ、良史、可愛いから、も、言わないで」

「はぁ？　お前、どっちだよ、って、ンンっ！　突き上げんな」

　そして、また、更にでかくすんな。

　目が合ったら、くしゃっと笑って、俺は暴れ出したくなるくらい、永久のその笑顔にまた掻き乱されていた。








８　その指先で告白して







「初めて見る、良史が描いてるとこ」

　そんなことねぇだろ、と答えながら、絵の具を掻き混ぜる指先は緊張していて、自分でも笑えるほど、どこかぎこちない。

「下絵は見たことあるけど、絵の具使ってるのは見たことないよ」

　永久は俺の部屋の大きく開け放たれた窓の下に座り込んでいて、秋風が少し伸びた彼の髪をくすぐるように揺らしていた。俺はそんな姿を初めてデッサンしていた。

　何枚も何枚も、自室で時間があると描いていた。想いを線に乗せて、色に織り交ぜて、頭の中にいる永久をずっとキャンパスに写していた。

　最初、永久がいなくなった時の絵は戸惑いと寂しさが線に出ていた。力のない線ばかりがウロウロと白い紙の上を彷徨っていて、はっきりいって人に見せられるものじゃない。仮にも、人に絵を教える立場の人間が描いていい絵じゃなかった。そして、その線はだんだんと力を持ち、最近じゃ、真っ直ぐ、そしてしなかやかに永久の横顔を描けるようになったんだ。正面から俺を見つめることが多かった永久だけれど、自分が描くと横顔が多い。

「良史の部屋って、美術の先生っぽいな」

「そうか？　っていうか、なんだ、それ」

　なぁ、永久、どうして横顔ばかり描いてたんだと思う？

　俺もさ、途中で気がついたんだよ。自分が綴る恋文代わりの絵を振り返り眺めて、ふと、気がついた。お前があまりに見つめてくるからさ、俺は年甲斐もなくドキドキしちまって、まともに目を合わせられなかったんだ。

　今だって、真っ直ぐに見つめられて、ずっと話しかけられて、熱に浮かされた状態で絵描いてるようなもんだ。指先も緊張で硬いし、あとで見直したら、溜め息を零したくなるくらいに下手くそな絵になるだろうよ。

「ね、あのデッサン、俺が描いたやつだよね」

「あぁ」

「額入れて飾るほど上手く描けてた？」

「採点するならＥだ。下手くそ」

　お話になりませんレベル。これで油絵科に移りたいだなんて、相談された講師は頭抱えていたよ。

「でも、俺にとっては点数なんてつけられないほど価値のある絵だよ」

「……」

　お前からの、愛の告白なんだから。

　そして、今、その返事を描いている。こうして、指先で色を混ぜて、白いキャンパスに、お前のことをただ心のままに描いていく。

　好きだ。

　その想いを込めて、指先だけで言葉を絵にして綴るんだ。

「想像してた以上かも」

　ぼそっと永久が呟くと、ふわりと頭上の白いカーテンが揺れ踊った。

「？」

「想像してたよりも、もっと、色っぽい」

「オッサンが絵描いてるところがか？」

「夢中になる程度には色っぽいよ」

　クスッと笑うと、永久もつられて笑っていた。あぁ、その口元のほうがいいな。少しだけ笑っている顔、大笑いしているわけでもないのに、誰よりも幸せそうな顔をしている。

「なぁ、永久」

　心の中でずっと、お前が消えてからずっと名前を呼んで語りかけていた。

「なに？」

「お前は飴細工、一瞬で消えるものを必死に作って、やりがいなんてないって言ってたけどよ」

　白いキャンパスは俺の心だ。そこに、誰よりも幸せに笑う永久が一面に広がる。

「でも、ただの飴が綺麗な花になったら、俺はそれに感動する。そして、感動した俺を見て、作った本人も感動する」

「……」

「そうやって、形は残らなくても、永遠にずっと心には残るだろ」

「……」

　お前の、永久という名前のように。心を満たすのはいつだって形ある物ではなく、形のない愛情なんだ。お前の名前が俺は大好きだよ。永久、とても素敵な名前だ。そして、飴細工を作るお前の指先はお前と、その家族にとっての宝物だろ。

　人に感動を与える。飴で、絵で、そして、その笑顔でさ。

「ちょ、あんたさ」

「んー？」

「すげぇ、好きだ、良史」

　困ったな。そんな幸せそうな泣き顔なんてあるんだな。笑顔も、泣き顔も、どっちもあまりに最高だから、指先でどちらを今、このキャンパスに写そうか。

「俺も、お前のことが大好きだよ」

　でも、まぁ、いくらでも時間はある。これからはお前とこうして見つめ合いながら、いくらでも想いを指先で綴ることができる。この絵がこれから何十年と残るわけじゃないけれど、飴細工のように、いつかは消えてしまうかもしれないけれど、この絵を描いた時の気持ちはずっと俺の中に残る。この絵を見たお前が感じたものも、ちゃんと残る。だから、俺はこの指先でこれからずっと絵を描いて、描いて、最愛の人へ愛を告白していこう。

「……大好きだ」

　指先はずっとその言葉をお前に紡ぐ。









その指先で掻き混ぜて
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